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秋田県には、私達の祖先が営々として築きあげてきた貴重な文化

遺産が数多く残されていま

東北横断自動車道秋田線は、秋 の根幹となる

もので、すでに秋田市から横手市までむ57.4kmについては、平成

3年度の完成を呂指して善々と められております。秋田県

教育委員会では、昭和弱年度から蕗穣内に存在する遺跡の発掘議査

を実施し、歴史的に黄重な資料を得て逐次その成果を公表してまい

りました。

本報告書は、昭和63年度に調査した上猪岡遺跡の調査成果をまと

めたものであります。

本書が、埋蔵文化財の保護に広く活用され、郷土の歴史や文化を

研究する資料として、多くの方々にご利用いただければ幸いに存じ

ます。

最後に、本調査り実施及び本書を刊行するにあたりミ在日援助、御

協力を賜りました日本道路公団仙台建設局、横手市教育委員会@平

鹿町教育委員会をはじめ、関係各位に対し厚く御礼申しょげます。

平成 3年 3月15日

秋田県教育委員会

教育長橋本顕信
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夕日

1.本書は、東北横断自動車道秋田線建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書の10冊目の報

ある。

2 i主、

たものである。

守
Cご 平鹿町に所在する上諸問遺跡の調査結果を収め

3.調査の内容については、すでにその一部が調査略報などによって公表されているが、本報

告書の内容がそれらに，擾先する。

章をi徐き、武藤祐、浩が行った。

5a 第 5章の放射性炭素年代機定 また花粉分析 e 鉱物分析はパリノサーヴェ

イ株式会社に委託したもむであるG

6- 本書に使用した地図は、国土地理院発行の 5万分の 1r横手』地形図である O

7厚遺構土層図中の土色については、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財田法人日本

色彩研究所色票監修 『新版 標準土色帖J によった。

8.挿図中の遺物番号は、遺構内外の出土を関わず、土器 e石器ごとに通し番号を付してある。

その際に鉄製品には石器の通し番号を付した。この番号は図版中の造物番号と対応しているO

9.遺構番号は、その蓮類ごとに略号を付し、検出)1慣に通し番号を付したが、後に検討の結果、

遺構ではないと判断したものは欠番とした。また遺構 e 遺物には下記の略記号を使用した。

S 1…竪穴住居跡 SKI…竪穴状遺構 SN…焼土遺構 SK…土坑

SR…土器埋設遺構 SD…溝状遺構 RP'土器 RQ. 

10. 挿図に使用したスクリーントーン@シンボルマークは以下の通りである O また須恵器葉@

杯毎土師器杯の実測図lこ付した計測値は下密に基づく。
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l節調査に至るまで

東北横断自動車道秋田線は、

、、

第 l節調査に至るまで

ど地域の生産活動

や住民生活に必要な情報や資源の交流を捉進することを目的として、東北縦覧自動車道を岩手

県む北上市で分岐し、横手市、大曲市を経て秋田市に至る延長約108kmの高速道路である O

このうち撞手市一秋田市開57.4kmについては、昭和46年6月に基本計画が示されョ昭和53年

には繋構計画とともに第8次施行命令が下された。これに伴い昭和54年11月には、日本道

路公EfH!出合建設題長から秋田県教膏委員会教育長あてに、道路計踏路緯内iこ存哀する埋麗文化

財包;積地の分布謁査の{衣頼があった。これを受けて秋白黒教育委員会では、昭和5551 56年の 2
t註 1-2)

ヶ年にわたって遺跡の分布調査を行い、計額路線内に44遺跡が存在することを報告した。さら
{設 3) _ (註4)

に昭和58年にはこれら遺跡の詳細分布調査を行い、最終的に路線内には37遺跡が存在すること

を報告している。

これらの調査結果に基づき、日本道路公団と秋田県教育委員会との間で、 37遺跡の保存につ

いて協議されたが、路線変更の不可能なことから、記録保存の措置をとることで合意し、昭和

60年度から調査が開始されたのであるO

諮査は、秋田市寄りの遺跡から順次着手され、昭和60年iこ辻、河辺郡河辺町七曲地区の 8遺
{註6) 

議:)翌61年には伯北郡協和町中淀川地区の上ノ山 1・宜、館野遺跡、それに同町峰古川地区に

所在する半他遺跡の一部の調査が実施されているO さらに昭和62年には半仙遺跡の残りの部分
(註 7)

と、西仙北サーピスエリア予定地の上野台遺跡とその北側の寺沢遺跡、仙北部南外村の大畑潜
{註 9) (註10)

沢立 e小出 1a rr -翠遺跡の一部、平鹿郡大森町の下田遺跡、横手市の手取清水遺跡の調査を

行っている。
(註11)

昭和63年には横手市の上猪岡遺跡をはじめ、上ノ山E遺跡の拡幅部分、小出 1o 立@彊遺跡

の残りの部分と小出野遺議:)北田山田ケ沢 I母廷造家〕大由市の石議12太菌l:下田谷地選鉱}

平鹿郡平鹿町の竹原窯誌l品調査を行い、翌平成元年iこは大畑潜沢立遺跡の調査が行われている。

註

1 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書J 秋田県文化財調査報告書第79集 1981 

(昭和56年)

2 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋問県文化財調査報告書第93集 1982 

(昭和57年)
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3 秋田県教育委員会 「遺跡詳細分布調査報告書J 秋田県文化財調査報告書第116集 1984 

(昭和田年)

4 37遺跡のうちその後の範囲確認調査で遺跡範閣が路線内に及んでいないことが判明した遺跡

があり、また、新たに舘野遺跡、北田山田ケ沢 1• II遺跡を加えて、結果的に調査の対象と

なった遺跡は27遺跡である。

5 秋田県教育委員会 「石按台W.VI.滞。 瑠 e 底、松木台車遺跡、J r東北鵠断自動車道秋田線

発掘調査報告書 1J 秋田県文化財調査報告書第150集 1986(昭和61年〉

6 秋田県教育委員会 「上ノ山 I遺跡@上ノ UJll遺跡@館野遺跡J r東北横断自動車道秋田緯発

掘調査報告書llJ 秋田県文化財調査報告書第166集 1988(昭和63年)

7 秋田県教育委員会 「上野台遺跡@寺沢遺跡@半他遺跡、J r東北横断自動車道秋田纏発掘調査

報告書mJ 秋田県文化財調査報告書第180集 1989(平成元年〉

8 秋田県教青委員会 「小出 I遺跡@小出立遺跡@小出藍遺跡@小出W遺跡J r東北横断自動車

道秋田線発掘調査報告書珊J 秋田県文化財調査報告書第206集 1991(平成3年〉

9 秋田県教育委員会 「下回傘下田谷地遺跡J r東北横断自動車道秋田線発掘謂査報告書WJ秋

忠良文化財調査報告書第189集 1990(平成2年)秋田県教青委員会

10 秋田県教育委員会 「手取清水遺跡J r東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書VJ秋田県文

化財調査報告書第190集 1990(平成2年〉

11 秋田県教育委員会 「上ノ UJll遺跡J r東北横断自動車道秋田纏発掘調査報告書ll(補選)J秋

田県文化財調査報告書第186集 1989(平成元年)

12 秋田県教育委員会 「北田山田ケ沢 I遺跡@北田山田ケ沢H遺跡@大畑、潜沢E遺跡@大畑潜沢

車遺跡J r東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書WJ 秋田県文化財調査報告書第205集

1991(平成3年)

13 秋田県教育委員会 「石神遺跡J r東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書官」秋田県文化財

調査報告書第191集 1990(平成2年)

14 秋田県教育委員会 「太田遺跡J r東北横断自動車道秩回線発掘調査報告書誌J秋田県文化財

調査報告書第207集 1991(平成3年)

15 秋田県教育委員会 「竹原窯跡J r東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書沼J秋田県文化財

調査報告書第209集 1991(平成3年)
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第 2節調査の組織と構成

第 2節 の組織と構成

跡名

讃査主{卒者

遺跡所在地

調査面

言書査期間 日
戸

h
u

外

開

「「
u

t

E

i

M

~

 

会

関

白

}

ロ

畏

猪

5

m

委

字

丹

G
跡

育

問

g

遺

教

猪

f
年

関

東

市

均

的

ω

猪

田

手

間

和

上

秋

横

1
昭

専門指導員 自石建雄秋田大学教育学部教授

戸沢充則 明治大学文学部教授

林謙作北海道大学文学部助教授

吉間藤暢 罰立歴史民俗博物館考古研究部教授

渡辺誠名古屋大学文学部助教授〈現名古屋大学文学部教授)

〈五十音J!国〉

調査担当者 武藤祐治秋思県埋議文化場センタ

吉田真秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員

藤原司秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員

総務担当者 加藤進秋田県埋蔵文化財センター主査(現秋田県立博物館課長捕佐)

茂 秋田県埋蔵文化財センター主査(平成元年4月転入〉

高橋忠太郎秋田県埋蔵文化財センター主事

調査協力期間 横手市@横手市教育委員会@平鹿町@平鹿町教育委員会

註

1 現在の遺跡名は、岩野沢B遺跡に変更されている。

横手市教青委員会『秋田県横手市遺跡詳細分布謂査報告書J 描手市文化財調査報告書11

1986 (昭和61年)

秋田県教育委員会『秋田県遺跡地図(県南版)J 1987 (昭和63年)
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横手市臆辺の路線と

4 



遺跡の所在する横手市は議手重士宮の中央東端にあって、人口43，030入、

部の中核都市である。東部は奥羽山脈に連なる丘陵地であるが、盆地床にあたる南東から北西

にかけて心部分は、援やかに額斜した平坦な土地が庄がり、そのほとんどが水田として利用さ

れている。国道13号線を南下し、横手バイパスむ中程で右折すると、市街地の西に広がる水田

地帯の中に、中山丘陵の北端部分が現れるO 遺跡はこの丘陵の西側にあるO 遺跡の所在は横手

市猪岡字猪岡である。遺跡は市域

の南西端にあたり、範囲の一部は

横手市の南西にi緯接する、平鹿町

2 

第 1節遺跡の立地

におよぶ。遺跡の位置は JR横手

駅から直線で約3.8km、東経1400

31' 16"、北緯390 18' 23"であ

る(第 2e 3図〉。

2 遺跡爵湿の地形

横手盆地は秋田県の南東部、雄

物川の上容中流域に広がる。

羽内陸金地列のなかで、も最大の盆

地で南北の長さ601曲、東西の最大

幅15kmにもおよぶ。盆地の周囲l立、

よって奥羽

山脈に、部縁は姫神 a大黒森断層

よって出羽山地に接する。南

あり、北部の角館付近に

は分離丘陵が多い。こうした周囲

の地形との対上とから、横手盆地が

第 l節遺跡の立地

の

⑮ 

40お

一
問
問つ恥

「。



第 2章遺跡の立地と環境

中起伏山地 小起伏山地 盤麹丘陵地II

砂磯段丘 I t.:.:::::::::::::J破瞭段丘II 崖謹砂磯段丘III+

Eヨ砂礁段丘血 砂喋段丘N+ 町田砂磯段丘N

臨翻砂際段丘V 仁コ谷底平野・氾濫平野 o 扇状地

河原 医萄 i問草 阻由人工改変地

第 3図崩辺の表層地質

6 



草寺!日石器H幸代 OkJl!i文H寺代(ニ重マーク:中期以前 黒塗:後.11免期)

事古噴!時代 口古代 ム縄文fI幸代・古代の複合(縄文時代区分に同じ)

4関

7 -

第 l節違跡の立士宮

殺弥生時代

@ 臼 中 世 以i後



第 2章遺跡の立地と 潔 境

番号 |遺跡名 時期舎性格 i番号 遺跡名 時期 e性格 遺跡名 | 時期惜

l 上諮問 縄文@吉代 40 新藤柳田字中村 縄文 79 !宮 表 中世

2 竹原窯跡 古代 41 柳 田 E 縄文 80 新域下 縄文

3 岩野沢A 縄文 42 tlis EE I 縄文 81 古館跡 館跡

4 猪悶館 館跡 43 小松原 縄文 82 赤 }II館 館跡

5 長 瀞 B 縄文 44 新 町 縄文 83 野 際 縄文@古代

6 猪 同 縄文@古代 45 キし 塚 縄文 84 森 輯 中世

7 城野開館 館跡 46 掘 ノ 内 縄文 85 赤坂字高口 縄文。古代

8 城野間塚群 塚 47 大屋寺内字寺村A 縄文 86 域野間前A 縄文a古代

9 城 野 間 古代 48 大屋寺内字寺村B 縄文 87 城野間前B 縄文a吉代

10 域野間窯跡 古代 49 笹崎 A 縄文 88 赤境字堤下 縄文a古代

11 明 通 古代 50 桂崎 B 縄文 89 橋 本 縄文

12 沢 口 古代 51 笹崎 ζ 縄文 90 下喜連森 中世

13 中山立 近世@現代 52 長谷下 縄文 91 柴 輯 古代

14 中山 I 近世・現代 53 長谷山乙 縄文 92 条塁制 条里

15 福 島 古代 54 長谷 A 縄文 93 長 田 古代

16 宇ト田館 蕗跡 55 長谷 B 縄文 94 下久保自 古代

17 西ケ沢山 I 古代 56 寺 内 縄文 95 鶴 巻 縄文e古代

18 百ケ沢山H 古代 57 前村 A 縄文 96 杉沢字吉沢B 縄文

19 西ケ訳111m 古代 58 前村 B 縄文 97 小吉山 !日石器・縄文s弥生

20 酉ケ沢前森 古代 59 塚堀字塚腰塚 塚 98 大鳥井柵 鵡跡

21 西 ケ 沢 古代 60 手取清水 縄文ー弥生命古代 99 台処館 |白石器a縄文a古代

22 家 ノ 前 中世 61 諸問字萱原 縄文 100 朝倉域 館跡

23 本堂 前 館跡 62 オホン清水北 縄文@弥生ー古代 101 平 域 館跡

24 大 沼 入 古代 63 オホン清水B 縄文。古墳ー古代 102 前郷館 館跡

25 向内の日 古代 64 オホン清水A 縄文e古代a江戸 103 大乗院壕 縄文.1日石器

26 櫨ノ口域 館跡 65 鷹匠道下 縄文ー古代 104 相1 堤 縄文稽古代

27 善福寺貞和碑 榎碑 66 中 堰 西 縄文勝古代 105 安田語 鵠跡

28 郷土 館 舘跡 67 般若寺 古代 106 吉田域 館跡

29 郷土舘A 中世 68 宮 T 古代 107 古 域 館跡

30 大択沼 古代 69 薬師前 縄文 108 中藤根 古代

31 郷土舘窯跡 古代 70 清水町新田字堤 縄文&古代 109 中在地 古代

32 郷土館B 縄文e古代 71 中猪悶B 古代 110 中清水 吉代

33 田久保下 古代 72 中諮問A 縄文 a古代 111 上藤担 I 古代

34 中 田 中世? 73 }II口 A 古代 112 上藤担E 古代

35 富ケ沢A 古代 74 }IIロB 江戸 113 年子弧豆 古代

36 富ケ沢A窯跡 吉代 75 長瀞 A 古代 114 年子顕 I 古代

37 富ケ沢B窯跡 古代 76 猪岡字八播 縄文@古代 115 関向 縄文@古代

38 富ケ沢C窯跡 古代 77 大堰端 縄文。古代 116 松 館 館跡

39 田久保下遺跡 古代e古壊 78 宮 東 縄文@古代 117 醍醐館 館跡
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第 2節周辺の遺跡

断層をともなった構造盆地であることがわかる。横手盆地の南東に接する金峰山山地の南端か

らは、その支脈である中山丘i壌が北西方向に雁行状にのび、横手市の中央西端で盆地面下に埋

没している。

遺跡 i立、中山丘陵北端の~側斜面端部の狭い平場と、それに続く緩やかな斜面上に立地して

いる。標高は、調査区内で最も高い平埠部分で54.3回、西郷の斜面下方では51.1mを測る。

跡罵辺の地形は中山丘陵地と横手低地に二分される(第3図)。

中山丘陵地の表層地質は、新第三紀中新世の相野々層に対応するO 西側は石灰質団塊を含む

東舗は石英安山岩質疑灰岩む麗から成り立っている。土壌は森林褐色土壌であり、

土性が細かく粘性白強い土である。土色は黄褐色を呈するが、土質によって丘陵の西側は霊長

続、葉樹は小譲続として区分されている。また、豊丘統C下震は擦震となっている。

横手低識は中山丘陵を挟んで成瀬川@皆瀬JfI扇状地と横手J!I下流地域から構成される G さら

に成瀬川義皆議JII震状地は、二設の農畿によって高魯中 e 低位の三面iこ分けてとらえられる。

遺跡付近はこの高位面にあたる。地質的には第四紀沖積世の沖積イ丘地堆積物からなる。土壌は

縮粒グライ土壌であり、地下水伎が30.......60cmで水田に非常に適する幡野統に分類されている。

遺跡地は、丘陵斜面を利用してリンゴ e ブドウ等の果樹園として、斜面下方の低地は水田と

して利用されていた。また、調査区の東側は県道金沢@吉田@柳田線と、そこから分岐して平

窟町の中山集落に至る町選とによって削平されていた。

第 2節周辺の遺跡

上猪岡遺跡のある横手盆地中央南東部分には、横手市での170遺跡、平鹿町での81遺跡をは

じめとして数多くの遺跡が確認されているO 第4図は、国土地理院発行 1/50，0001横手Jの西

側2/3弱の範囲に現在確認されている遺跡を示したものである。国中の遺跡数は総数で117

にのぼる(第 l表)。時代別の遺跡数は、!日石器時代3・縄文時代51・弥生時代4e吉墳時代2e 

古代59・中世以降28・不明 3である O 縄文時代と古代の遺跡が多く、県内では希な古墳時代の

遺跡も 2例調査されているO 上詑の遺跡には数時代が接合したものが多く、 [[日石器 e 縄文〕

1 = [縄文窃古代]17" [吉墳@古代] 1 ~ [近世 s現代] 2" [18石器 e縄文会称牛J 1 " 

[1白石器@縄文@古代J1 " [縄文@弥生@古代] 3. [縄文@吉境@古代] 1 o [縄文@

代@近世] 1であるO 縄文時代と古代の複合遺跡の多くは盆地床面である沖積地に立地してい

るO 以下時代毎の状況について概観してみる O

!日石器時代の遺跡は、横手市で 4遺跡(図中 3遺跡)確認されているO いずれも横手川周辺
(註 1)

の標高70，.....，90m前後の台地上に存在するO 大剰院塚遺跡(1031第4図中の番号J以下同じ) . 
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第 2章遺跡の立地と環境

睦成字鶴谷地遺跡は県内では早し昭和30年代に!日石器時代の遺物が確認された遺跡、とし

名である。また、具体的な成果を挙げることはできなかったが、前者においては発掘調査も試

みられている。

分布図中に示した縄文時代の遺跡の時期毎の遺跡数は、前期 1..前期~中窮 l修中期 1脅中

期~後期 3e後期~晩期 9e晩期 5e不明31である O この地域において、早期の遺跡は確認さ

れていない。前期の遺跡も大剰院塚遺跡(103) e台処館違跡 (97)の2遺跡、と少ない。ともに

18石器時代との複合遺跡であり、台地上に立地している O 接手市内では、金沢地区の保土森遺

跡で大木8式期と推定される竪穴住居跡が確認されている。中期の遺跡は、小吉山遺跡 (97)

や杉沢地区の中杉沢遺轟2;平鹿町の大保中台違議31知られている。小吉山遺跡では中期前半の

土坑群が調査されており、また中期後半から議類初頭の土器も多く出土している。中杉沢遺跡場

大保中台遺跡とも、住居跡の調査された集落遺跡であり、中期前葉~中葉に位置付けられる。

これらの遺跡、は前持窮までの遺跡と同じく台地上に立地したものである。これに対し、中壊後

半には千畑町lこ平野部の自然堤防上iこ立地する集落遺跡があり、横手盆地内での遺跡立地の変

化を伺わせる O この後、後期@晩期では平野部に立地する遺跡が一般的になり、遺跡数も増加

するO また上猪岡遺跡 (1)を含め、この時期の遺跡は第4函内では北西部分に集中する傾向

が見られるO 中でも、上猪岡遺跡(1 )北西1.5kmにあるオホン清水A遺跡 (64)は、後期後

半~晩期前半にかけての墓域を含めた集落遺跡である O 土壌慕200基以上、竪穴住居跡10数棟、

土器埋設遺構が検出されたほか、土器捨て場から多量の遺物が出土している。

弥生時代になると遺跡数は激減する O 平野部に立地する本遺跡北北西2.5kmの手取清水遺跡

(60)と同北西2凶のオホン清水北遺跡 (62)のほか、小吉山遺跡 (97)のように台地上の遺

跡もあるO いずれも遺物は出土しているが、明確な遺構は検出されていない。
(註4)

古墳時代の遺跡は県内では非常に少ないが、この地域ではオホン清水B遺跡 (63)と由久保

下遺跡 (39)の2遺跡確認されている。大戸jii右淳む自然、堤防上に立地するオホン清水B遺跡

では竪穴住居跡が検出され、五世紀末~六世紀前半に位置付けられる土蹄器@須恵器有蓋高杯

が出土している O また中山丘陵中央東端の丘陵裾にある田久保下遺跡からは六世紀代の土師器

と須恵器蓋坪のほか鉄製品が副葬された 8基の土壌墓が検出されている。これらの遺物や遺構

の存在は、畿内と西東北北辺にあたるこの地域とを結び付けるものであり、問時に古墳時代以

降のこの地域を特色づけるものとして注目される O

古代の遺跡は、基本的に平野部に立地する集落選跡と丘陵斜面を中心とする土器生産遺跡に

わけでとらえられるO 集落選跡は、中山丘陵の北西側塚堀 e 猪岡@清水町地区、同北東側の城
(註 5) 

野岡地区、同南西側のよ藤根 e 年子狐地区を中心とする 3地域に集中しているO このうち年子

狐遺跡 (113• 114)では奈良時代中葉の竪穴住居跡と土師器 e須恵器が出土している O 平安時

10 -



第2節周辺の遺跡

代には遺跡数が急増する。手取清水遺跡 (6のでは、出荷道の中lこ墨書土器を含む多量の須恵

器が捨てられており、付近に官街遺跡の存在も想定される。また、横手J11と大戸)11の間の広大

な沖護士告には条理制違講〈舎のがある。考吉学的な時鶏む特定はできないが、こむ一帯にはよ

八丁の上小屋をはじめ福小屋 e 助太郎小屋など、いわゆる48小屋といわれる小屋のついた地名

が残っており、満徳長者 e地福長者 e明永長者などの長者伝説とともに、ト部一族や清原一族

が平安中期頃にこの泥炭地帯を開発したときの名残だといわれている O 数多く確認されている

集落遺跡との関係からも興味深いものがある。

この地域だけでもお遺跡確認されている土器生産遺跡群(須恵器窯跡〉は、その在り方から
(註 5)

4群に分けてとらえられるo 1つは中山丘陵北西に位置する独立丘の中央西側にある竹原窯跡

(2)と本遺跡である。 2つ自は向東i!tUfこある域野縄窯跡むのである。 3つ自は向丘陵中央

惑麓の茜ケ沢山 I (17) .. rr (18) ..車窯跡 (19)、密ケ沢前森窯跡 (20)、活ケ沢窯跡 (21)

であり、 4つ自は郷土語窯跡 (31)、富ケ沢A (36) = B (37) "C窯跡 (38)、田久探下遺

跡 (3のである。 4詳の遺跡群の殆どは平安時代の遺跡であるが、竹原遺跡、iこは奈良時托のも

のが含まれているO この点については、奈良時代の集落が検出されている上藤被@年子狐地区

との関連も想定でき注目される O また平安時代の集落と生産遺跡の状況は、県内でも特筆され

る地域である。本遺跡も含まれる中山丘陵周辺は、近世~現代でも「中山焼きJ (13 0 14)で

知られる地域であり、これらの古代の遺跡もこの地の良質の粘土に支えられたものであろう。

最後に、平安時代末葉にかかわる遺跡として、横手市街地北側の独立丘陵にある大鳥井山遺

跡 (98)をあげることができる O この遺跡は奥州、i清原一族の光頼@頼遠父子によって築かれ、

後三年む役で源義家 e 清原清衡の連合箪iこより焼失せられたとされている域禰である O ここか

らは、掘立柱建物跡@土塁@‘空堀@柵列などのほかに土締器@須恵器 e陶磁器@木製品@銭貨

などが出土し、中世社会への移行期の遺跡として慧要である O

註

l 大剰院塚遺跡は『秋田県の考古学Jにおいて、先土器時代の遺跡として紹介されている O しかし

残念ながら明確にその時代と特定される遺物は確認されていない。

奈良修介 e豊島昂 「第二章先土器文化Jr秋田県の考古学J 1967 (昭和42年)

2 横手市教育委員会 F第7次中杉沢遺跡発掘調査捷報J 1974 (昭和54年)

3 平鹿町史編纂委員会 『平鹿町史J 1979 (昭和59年)

4 横手市教育委員会 『オホン清水~第 3次遺跡発掘調査報告書』 横手市文化財調査報告10

1984 (昭和59年)

5 秋田県教育委員会 「第2章 遺跡の立地と環境Jr東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書盟

一竹原窯跡-J秋田県文化財調査報告書第209集 1991 (平成3年)

参考文献

横手市教育委員会 「秋田県横手市遺跡詳細分布調査報告書J 横手市文化財調査報告11

1986 (昭和61年)
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3 む

1節遺跡の概観

県道金沢@吉田@榔回線は、国道13号線lこ平行し仙南村の金沢と横手市南部の柳田とを結ぷ。

朝夕の通勤時間には国道路号線の混雑を避けるために、この道を利用する人も多い。仙南村後

三年から南下し横手JlIを越えミ水田地帯を過ぎると、左手前方には中山丘陵が見えて来る。道

路はこの丘陵の西裾を巡る。上猪岡の集藷を過ぎると、丘陵の斜面は果樹園として利用されて

おり、また右手には再び水面が続く。道路は間もなく横手市と平鹿町との境界にさしかかる。

この境界付近から右側には平鹿町中山集落に室る町道が分岐する。遺跡はこの分岐点と町道の

西側にある O 遺跡の所在は横手市諸問字諮問であるが、範協の一部は平鹿町になっている。

跡の北東側には先の県道を挟んで縄文時代の遺跡とされる岩野沢A遺跡が、また南東側には奈

良@平安時代の生産遺跡である竹原窯跡がある O

第 2章第 l節に述べたとおり、遺跡は中山丘陵北部の西側斜面端部に立地する。地形的には

わずかな平場とそれに続く緩やかな斜面及び下方の沖積地から構成されるO 標高は、平坦部分

で54.3m、斜面下方で、51.1mを測る。調査前は局辺と河じく果樹園と水田として利用されてい

た所であるO また、遺跡の東側は先の町道によって削平されていた。

調査尽の基本層位は I"-'V層に分層されるO

I 黒褐色土(10YR2/3) 表土層厚10"-'30cm

立 黒褐色土(10YR3/3) 粘質で、盟層よりもよくしまっている O 層厚約30cm

亜 暗褐色土(10YR3/3) 粘性@しまりとも普通である。層厚約10cm

rv褐色土 (10YR4/6) 粘性やや強く、整くしまっている O 層厚約 5--20cm 

v 黄褐色二1:.(10YR5/6) 地山 調査区内では部分的に砂利層の所もある。

鼓層は遺物包含層であるがLP46グリッド周辺に僅かに広がる程度で、殆どは I層表土とW

麗漸移土そして遺構確認面である地山 (V層〉であるO なお、 E層は調査区の西側、沖積地へ

移行する部分に検出される堆積層である。遺構はSQ30を立層中、 SR03を難題中で検出した

ほかは、すべて地山上面の精査によって検出した。遺構外出土の遺物はほとんどが 1""盟麗か

ら出土したものである。またその分布は、全体的にLQライン以東の42，......，47グ1)ッ人遺構集

中部分の北西側に多いが、縄文土器 e須恵器@土師器はそれぞれの分布に偏りがあり、特に須

恵器は調査区南部、土師器は調査区中央部西側から多く出土した。

尚、調査区南部の沖穣地 (LR36付近)の土層は

つム
寸
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第3章調査の概要

1 黒褐色土(10YR2/3) 水田耕作土

2 黒色土 (10YR2/1) 粘性 e しまりともにふつう o V層に出来する砂利を多く混入する。

3 褐色土 (7.5YR2/3) 粘震でしまりふつう。全体に粒子が粗し小石が混入する

4 にぷい黄褐色土(10YR5/3) 全体に砂質で拳大の石が混入する。

5 黒色土 (10YR1.7/1) 粘質でしまりはふつう。

6 灰褐色土(7.5YR4/2) 粘質であるが砂粒の混入も多し1。しまりはふつう。

7 にぷい黄褐色土(10YR5/4) 全体に砂利を多く混入する。

このうち、 5層からは須恵器 e 土師器が、また 7層からは縄文土器が出土している。本調査で

はこの沖積地の土をサンプリングして花粉分析を行った(第5章第 2節参照〉。第98図の 1""'

理層はこの 1，...._ 7 J震にそれぞれ対応する。

また調査区の北部に幅 4，_， 12m、深さ1.5---2 mの沢が埋没していた (MA54付近)0 J雲厚

30cm前後の I層下む土!謹は

1 黒褐色土(10YR2/2) 8 黒褐色土(10YR2/2) 非常に粘質

2 暗褐色土(lOYR3/4) 7 掲灰色土(10YR4/1) 粘質

3 黒色土 (10YR2/1) 粒子はきめ細かい 8 にぷい黄褐色土(lOYR5/4) 拳大の磯多い

4 黒褐色土(10YR2/3) 9 !こぶい黄褐急土(10YR4/3) 小石多量混入

5 黒褐色土(lOYR2/2)

造物は 6層中から 2片の縄文土器が出土しただけである O

本調査では、鉱物分析を行っている(第 5章第3節)。試料採取地点(第100図)の層位は

1 @ II層が基本属位 1"亜層に、盟層が基本題位rvJ霞iこ、 rv層以下はV層に対応する O

第 2節調査の方法

調査の方法はグリッド法を採用した。東北横断自動車道秋田線路線内には、 20m毎に中心杭

が打設されている O 調査では、このうちの STA64十00を原点とし、国家康標第X系の座擦に

lこ合わせて一辺 4mのグリッドを設定した。また、座標轄の南北方向に 2桁の算用数字 (49a 

500 51&010入東西方向にアルファベット 2文字心組み合わせ (LN@uLT a MAu"ME)を

付し、この組み合わせを各グリッド杭の名称とした(執IMA50)。各グリッドの呼称は、グ

リッドの南東隅の杭の名称を用いている。

範関確認調査の結果、調査区内の遺物包含層は薄く、遺構確認面までも浅いため、掘り下げ

は表土から人力で行った。遺構外出土遺物の取り上げは出土グリッド@出土層位 e 出土年月日

を記入したラベルとともに取り上げた。遺構内出土遺物については l点ごとに番号を付して取

-14-



第 3態調査経過

り上げるようにしたが、覆土一揺としたものもある。これら遺物の出土状況詰必要に応じて適

宜図面作製や写真撮影を行った。遺構の確認は掘り込み面で符うように努めたが、果樹園造成

時及び娼の耕作による撹乱が著しく、大半は地出露で検出した。

対象となる よって 2分法曹 4分法を用いた。 は主に図面と

ょった。図面は断面図と平面図を作成したが、遺構によってはエレベーション図を作成したも

のもある。また、作業手I1民の不手際により土層図の作成できなかったものもあるO 平面図はグ

リッド杭を利用した遠り方測量で作図した。各図の縮尺は基本的に 1/20で作図したが、場合

によっては 1/10で行ったものもある。遺構図面は、遺物出土状況 e 意護関係などから数回に

わたる図面作製を行っている。また、 SJ 40須恵器窯跡の1/20平面図と 1/200遺構配置i惑の

存或i立、空中写真瀦量による密化を委託した。

写真は、基本的には35閥、

しfこO

に応じて 6x4.5mmのモノクロとリパ…サノレフィルムを接用

この{也、遺跡の古環境や年代把握のために、試料のサンプリングを行い、分析を委託した。

室内における整理は、遺構については実測関より第 2原図を作成し、これをトレースしてい

る。また遺物については、洗浄@註記の後に実測図 e 拓影図の作成、写真撮影を行っているO

第 3節調査 経過

調査は昭和63年4月に現地調査を行った後、 9月5日から12月6日までの延べ63.58を費や

して行われた。以下に日誌から抜粋して調査経過を略述する。

9月5日 作業員に対し作業説明を行い作業開始。調査区内の下草刈りを行った後、調査前の

全景写真を撮影。範囲確認調査時のトレンチの埋土除去と土層観察を行う。

78 調査区南東部LN"LOグリッドから掘り下げを開始。縄文時代晩期の土器片 a

鍍@磨製石斧等が出土する。

9日 道路本体工事の担当者と誹土地について打ち合わせるO

19日 地山閣の精査によってL045グリッド内にSK01" L044グリッド内にSK02を検

出。またLQ46グリッド璽属中に埋設された土器を検出し SR03とする。

20日 遺構の精査を開始。調査区南側低端部分の掘り下げも開始するO この部分の遺物出

土震はさほど多くないが、須窓器破片がややまとまっているO

228 S K06""10を検出。調査区中央部の 1・班層除土作業では土師器の出土が目立つ O

29日 精査中のSK09 • 15 " 16は、確認、面からの深さ70cm前後に達する。坑口よりも

が膨らむ袋状の土坑であることが判明する。

15 



第3章調査の寵要

10月 1日 MA50グリッド杭の南東側については活ぽ Z思惑層の除去を終了する。調査区内を

縦断する溝 (SXll)を確認。またL0 " L P 38，....__，44グリッドにかけては多くの土坑

があり、 LN37グリッドでは範思確認、議査特に確認されていた須恵器窯践のプランを

検出する。

3 8 I，...，_，蛮麗の除去は南西部分へ移行。農繁期に入り作業員が減少しているO

4臼 配石を伴う古代の土坑を検出し SK27とする O

7日 検出遺構数は54基となった。

8日 日本道路公団仙台建設局横手工事事務所所長と地権者会の人々が来跡

15日 SK14内より れた剥片が多数出土する。

26B 調査体制の見詰しを行い、諮査員長増員、期間は12月上部までとなる。

27日 南側の掘り下げを柊了し、作業は北半へ移行。

28日 北側に小さな沢が入り込んで、いることが判明する G

11月88 検出遺構数760 内11は撹苦しなどであるため欠番であるむ

9臼 道路公団より 3名来跡し、調査状況を視察。 SK77 • 78検出。

10B 初観雪。

14日 1""'"直属の除土作業完了。 SK80"""'82を検出。

28日 最終遺構確認精査によって SK95まで検出。

30日 地形及び遺構配置図を写真測量によって行うため、調査区をセスナ機により航空写

真撮影。

12月 1B 調査区南部の沖議地において花粉及び鉱物分析用のサンプノレを採取。

4臼 S J 40のヰ真測量のため、リフトセンサーにより写真撮影。

5 B 調査区の近景写真撮影。

8日 機材の撤収作業等を行い発掘調査を終了する。

16 -
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第 4章調査の記録

4 む

調査では、竪穴住居跡 l軒、竪穴状遺構5墓、焼土遺構3墓、須恵器窯跡 l墓、土坑66墓、

土器埋設遺講2墓、集石遺構 1墓、環状溝状遺構 l幕、溝状遺構5基の計85遺構を検出した。

また、出土造物には縄文土器、弥生土器、須恵器、土師器、土製品、石器、石製品、鉄製品が

あり、その総震はコンテナで100箱である O

検出した遺構および出土した遺物には、縄文時代及び弥生時代むものと平安時代以降のもの

があり、以下では第 1節縄文時代及び弥生時代、第2節平安時代以降に分けて記述する。

なお、遺構む時期は出土遺物と遺構む形態 e翠壊などり特教によって特定したが、出土遺物

や明瞭な特徴のないものについてはミ遺構の分布なども考慮して各節に含めている。遺構は撞

繋ごとに扱ったがミ謹数遺構の場合は遺構番号JI度に記述した。また遺構内外から出土した縄文

土器と弥生土器については、縄文時代平 e前期の土器を I群、中期の土器を豆群、後期の土器

を亜群、晩期前半の土器をIV群、晩期後半の土器をV群、弥生時代の土器をVI群、縄文だけの

土器@無文土器@底部及び時期を特定しがたい土器を四群として記述した。

第 1節縄文時代及び弥生時代

検出した遺構は、竪穴住居跡 l軒@焼土遺構2基@竪穴状遺構 l慕@土坑55基 e土器埋設遺

構 2基 e溝状遺構 2条の計63遺構であるO このうち 2基の焼土遺構は、周辺に多くのピットを

検出していることから住居にともなったものである可能性が高い。また、 55基検出した土坑は

それぞれの特徴によって分類可能である。これらの遺構は盟属中で検出した SR03土器埋設遺

構を除き、すべて地山 (V層)上面の精査によってプランを確認した。出土したよ毒物から SK

95土坑は縄文時代中期後葉、 S184竪穴住居跡・ S R03土器埋設遺構は弥生時代の遺構と考え

られるが、ほかの遺構のほとんどは縄文時代晩期のものである O

遺構内外から出土した土器には、縄文時代早期から弥生時代までのものがあるG そ

体となるのはIV群とした晩期前半の土器である。石器には石銀事石錐 e石匙 e石箆 e不定形剥

片石器 e打製石斧 e磨製石斧 e凹石 e磨石嶺石服などがある O このほか、ミニチュア土器@円

盤状土製品@土偶の破片や石剣@ボタン状石製品なども出土している。

土坑を中心とする遺構の多くは、調査区南東部分の平場に集中し、 2条の溝状遺構はこの北

側と北西側に分布する。また住居跡及び焼土遺構は、遺構集中部分の中でも北よりの分布を示

す。遺物の出土量の多寡は、遺構の分布に対応し、遺構集中部分とその周囲に多かった。

。。



第 1節縄文時代及び弥生時代
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第 1節縄文時代及び弥生時代

1 積出選講と

( 1 ) 

S 184 (第8醤〉

遺構築中部分の北西、 L042 " 43 " L P 42 " 43グリッドに位置するG 地山上面の精査によっ

て、焼土および埋設土器を検出。また局部に方形に配置されたピット群を検出し、住居跡と判

断した。

壁は遺存しないが、この部分の 1J麗掘り下げ中に不明瞭ながら培褐色土の広がりを確認して

おり、住居自体は竪穴構造と考えられる。焼土の確認状混からみて、地山土産5を床としており

地山は掘り込んでいない。床はほぼ手塩であるが、全体にしまりがなく柔らかい。ピットは 8

錨 (Pl"""'P8)検出した。ピットの平面形は径25.._.34砲の円形を呈し、地山上面からの深さ35

"""50cmを測るO 炉を関んで方形の配置をとる Pl.......P4が主柱穴と見られる。各柱穴間の距離は

P1" P2題1.8回、 P2"P3間2.2m、P3"P4間2.0m、P4"P1間2.0mである G 炉は地床炉

で、柱穴間のぽぼ中央にあるO 焼土が20X15cmの略方形に広がり、地山も10c型軽の深さまで赤

変しているが、掘り込みは伴わない。炉の北東側に土器(第8図1)が埋設されていた。掘り

方の平面形は径20cm程の円形で、深さは12cmで、ある O 埋土中には焼土粒子と炭化物が多く、炉

との関係も考えられる。住居全体の平面形については不明であるが、主柱穴に函まれた部分の

面積は4.2clである。

lは口頭部を欠く壷形土器である。最大幅が体部中央より若干上にあるが、全体として球形

を呈するO 肩部に平行沈線を緩やかな波状にめぐらせ、沈線内の縄文を磨消しているG 地文は

RL縄文であるが、体部中央付近では条が横走するO 内面にはハケ状工異による、横方向の調

整痕が著しい。本調査の出土遺物の内、明瞭にVI群に位置付けられる土器はこれ 1点である。

遺構検出時に、炉の周辺から四群の綿片が 3点、剥片 1点が出土している O

本遺構は、方形の主柱穴の配置と埋設土器から弥生時代の住居跡と考えられる。

( 2 )競土遊撃構

遺構集中部分の北寄りで、 2基検出した。いずれも、 IV層で確認されたが、プランを明瞭に

したのは地山上面であるO 周辺に柱穴用ピットが多く検出されており、本来は住居の炉であっ

た可能性が高い。

SN70 (第9G 10図)

L043グリッド北東隅に位置するG 焼土は櫨位を呈し、 70x80cmの不整な方形に広がる。中

央部がやや盛り上がっており、その部分は厚さ20cmに及ぶ。掘り込みは伴わない。

焼土中および焼土検出時に21点の土器片と土部器掠の底部 l点、剥片 3点が出土した。第10

図2• 8が焼土中の遺物である。 2は鉢形土器の体部破片であるO 幅の広い沈線で変形工字文

寸
1-つ臼



第 4章調査の記録
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第8詔 8184.遺構内出土遺物(1) 

を描いている O 器面は内外とも丁寧に調整されている。 8は小型の鉢形土器である。円筒状に

成形した底部から口縁部まで誼線的に外傾する形を呈する O 器面は内外とも丁寧に調整されて

いるo 3 ~~ 7は粗製土器の破片であるo 4は深鉢形土器の口縁部破片である。口器部が平塩に

整形されているO 縄文は 3，.....， 6がLR、7は前段合撚LRである。このうち 6は条が横走する。
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第 l節縄文時代及び弥生時代
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9間 SN70・92

2はV群、 3""8はw群である。

焼土中の出土遺物から縄文時代晩期後半の遺構であるO

SN92 (第 9e 10図〉

調査区東端のLN43グリッドで検出した。プランの半分ほどは調査区外に延びている O 明赤
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第 4章調査の記録
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第10間遺構内出土遺物(2)

褐急を呈する焼土が径80cm前後の円形に広がるものとみられるO

焼土検出時に少量の土器片と磨製石斧 1点@剥片 6点が出土した。第10図9は鉢形土器であ

るO 内部には炭化物の付着が著しし '0 口縁部文様帯と体部を菌する 2本の沈線がある O 地文は

LR縄文であるo 10は壷形土器の窮部破片で¥工字文が施される。 11--13は粗製深鉢形土器の

破片であるO 縄文iこはLR (11. 13)と前段合撚LR (12)があるo 9がIV群、 10がV群、 11

""'13はw群に相当する。 S1は磨製石斧であるO 全体の幅が狭く、断面形は強く円みを寄びて

いる。

出土遺物をもとに縄文時代晩期後半の遺構と考えられるO

(3 )竪穴状遺構

S K I 12 (第11• 12図)

調査区南部の斜面下方にあたる LN.L037グリッドで検出した。検出聞は地山上部であるO

高半は削平されている。また東側の覆土を掘り込んでSJ 40が構築されている O

遺存した部分は3.8x1.7mの略方形を呈し、 4.1rrfであるO 壁は急傾斜で立ち上がるG 壁高

24 



縄文時代及び弥生時代
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SKi 12 第11菌

は5---60cmほどであるが、地形に制約され南側ほど低い。床面は平坦で非常に堅くしまってい

るが、炉跡@柱穴等は全く検出されていない。覆土は 7層に分けられた。全体に自然堆積を呈

する。

出土遺物の内第12図18"'29は覆土 1層上部から、また14--17は床面から出土した。 14は口頚

部に屈曲のある鉢形土器の口縁部破片であるo 15 D 17の縄文はRL，，16はLRである。 14がIV

群、 15，-_--17は羽群であるo 18は須恵器の蓋形土器(以下では叢)である。上半部分の整形はケ

とその破片である。 19G 20の切り離しはズリによるo 19，.......22は須恵器杯形土器(以下では杯)

ヘラ切りであるo 21 e 22の焼成は良好であるが、全体が白色を呈するO またこの 2点は本調査

で出土した須恵器杯の中では飛び抜けて器高が高い。 23は須恵器壷形土器〈以下では壷〉のロ

頚部、 24'""27は須恵器整形土器〈以下では護〉の体部破片であるo 24は上部の属由度から29の

ように長腕の器形を壁するものであろう。 28は土師器饗の体部破片である。器表面にはロクロ

成形後のケズりが認められる。 29も土師器護である。長胴@丸底の器形を呈するO 体部上半に

このほか四群の土器片少量と、剥はロクロ自が観察されるが、下半は底まで叩白が見られる O

戸

h
dつω
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片が2点出土している。

遺構内からは須患器。土師器がまとまって出土したものの、

文時代晩期前半のものと考えられる。

(4) 

第 1節縄文時代及び弥生時代

は床面出土の遺物から縄

調査区南東部を中心に55基検出した。縄文時代中期後半のものが 1基 (SK95)あるが、晩

期のものが圧倒的に多い。掘り方の形態以外に特徴を有するものはその特徴を，援先し、またそ

のほかについては掘り方の平面形 e 断面形@規模に着目して以下の 5類に分類できるO

A:土坑上記ないしは坑中に穣を伴うもの (7慕〉

B:土坑中に完形土器または土器片を埋め込むものは基)

C:土坑の断面形がフラスコ状または袋状を呈するもの (20基〉

D:平面形は構内形、断面形は円筒形を呈し、確認弱からの深さが1.5m前後のものは

E:平函形は円形ないし楕円形を呈し、深さが10，.....，30 cm前後のもの、また柱穴用ピットと見ら

れる小型のものも一括した。 (22基〉

土坑の位置 s 分類 e 規模 e 長軸方位などは観察表〈第 2表)にまとめ、以下では覆土、遺物

の出土状況および、出土遺物を中心に記述するo 記述は上の分類によって進めたが、各分類内で

は遺構番号順に行った。

擦を伴う土坑を一括したが、擦は遺構確認面上にあるもの、坑内部にあるものがある 0

SK02 (第13e 14図)

土坑中央やや北側に寄せて人頭大の擦を 5個組み合わせている。擦は土筑中位からあり一部

は確認面上に現れる O 覆土2層には炭化物が多く混入する。

遺物は少量出土した。第14図30"31は粗製の深鉢形土器の破片である O 縄文はLRo 31の下

方には綾絡文が見られる。この 2点を含めて出土した土器片はいずれも哩群である。 ほかに剥

片が 1点出土した。

遺構の時期は特定できない0

S K06 (第13窃 14図〉

遺構確認函で拳大の磯4個を検出した。 SK02同様に礁の位置はやや北側に寄せられている。

土坑の平面形や規模の点でも SK02に類似するO 覆土中には炭化物が混入するO

第14密32は鉢形土器の口議部被片である。口患部下に三叉文が施される。 33'""-'35

の破片であるが、 33.. 34は口縁部、 35は体部上半の破片である。いずれも口縁部文様帯には羊

歯状文が認められる。粗製深鉢形土器の破片である36を含めて縄文はLRであるo 32'-""35がIV

群、 36が羽群である O このほか10点の斜片と少量の土器片が出土した。

27-
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縄文時代の土紘一覧

遺構番号 検出区 法量(単泣cm) 長紬方位 分類 錆考 遺構番号 検出区 法遺(単位cm) 長軸方位 分類 備考

1 L044命45 134 >< 107>< 22 N-85
0 -w E 55 LN43 70 >~ 66 >< 22 N-19

0 

-E  A 
2 L044 80><71 ><39 N-14

0 -w A 56 LN.L041 60>~ 50 ><36 N-54
0 -w E 

5 L043 113 >< 107>< 28 N-81
0 

-E  日 57 LN41 62 >~ 38 >< 34 N-86
0 -w E 

6 LN43 83><64><10 N-14
0 -w A 61 122 >< 67 >< 136 N-68

0 -w E 
7 LN.工，043 81><75><48 N-3f -w C 62 LP39 114 ><88 >< 12 N-84

0 

-E  E 
9 L042 136>< 108 ~< 61 N 80 

- E C 66 L039 90 >~ 88 >< 14 N-64
0 -w E 

10 L042 140>< 134><33 N-4f -E  E 6'7 L850稽51 84>~6む ><18 N-14
0 -w E 

14 Lp.LQ37 146><134><91 N-53
0 

W C 69 珂40 62 >~ 58 >< 16 N-19
0 -w E 

15 L041 110>< 100><67 N-38
0 

-E  C 72 LN.L039 90>:87><1ヨ N-l7" -w C <SD71 
16 LN.L042 130>< 124><89 N-75

0 

W 74 L042 65 ><64><23 N 74
0 

-E  E 
21 LN44 85 ><76><24 N 47" -w A 76 LP刷LQ37038 146>< 141 ><43 N-76。 日 C 
22 LN.L044 142>< 132 ><28 N 87" -w B >8K97 78 MA49 102 ><82 >< 32 N-7f -E  E >8D36 
25 L040 121>< 116><55 N-67

0 

W C 79 MB55 96><90>< 13 N-90 -w E 
26 LN.L040 130>< 115><72 N-42

0 

日 C 81 LR.LS38 82 >< 80><95 N-79
0 -w C 

32 L044 88>< 70 >< 165 N-24
0 -w D 82 MA49 115><85><24 N-33

0 -w E >SD36 
34 LR50.51 95>< 78><22 N-42

0 -w A 83 LN.L039 93><85><29 N-57" -w C く8D71
37 L041 126>< 105 >< 74 N-6T -E  C 86 L042 128>< 124 :x: 75 N-68

0 -w C く8D11
38 L041 114 >( 97 ><20 N-29

0 -w E 87 LP39 98 >< 92>< 62 N-210 

-E  C 
39 LT39 104>< 89)( 53 N 50

0 -w E 88 LP39 77><70><28 N-780 

-E  B <8D71 
41 LP37 108><98>(15 N 4f -w E 89 LP39.40 114>n08><84 N-27" -E  C くSK部.SD71
45 LP窃LQ38 106><94><71 N-520 

-E  C 91 L838 62 ><58><88 N-290 

-E  C 
46 Lp.LQ38 132 >< 105 >< 30 N 26

0 -w E >8K47 93 LN43 58 ><45 ><35 N 85
0 -w C 

47 LP38 114 ><97 ><20 N-5
0

-E  E <8K46 94 LP42 94 ><62 >< 130 N-61
0 -w D 

49 LP37 110><41><23 N-810 

-E  E 95 LP39 61 ><60>< 11 N-64
0 -w B 

50 LO.LP38 102 >< 110 >( 54 N-62
0 -w C <8K96 96 LO⑪LP38 148 >< 143 >( 36 N-70

0 -w E >8K50 
52 L038 131 >( 122 ~'< 48 N-73

0 

W C <SD71 97 LN幅L044 133 >~ 1司7><74 N-33
0 -w E く8K22

53 LN42.43 65><63><8 N 68
0 -w E 98 LN43 50 ><45 ><22 N-7f -E  A <SN92 

54 LN42 64 ><62 x 14 N-60. W A 

鮪 2言葉
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1 I培褐色土(lOYR%) 炭

2 褐色こた(10YR:詰)

A 
H=54.5m主

第 1節縄文時代及び弥生時代

A 
H =54.4ms_ 

J
E
L比九

f
R
 

自音褐色土(lOYR%) 炭
褐色土(10YR);i) 炭

ケお
¥三ムグムニ;5m旦ム 二五~ H=  

1 ~主褐色ニiニ (10Y
2 黒褐色土(10Y

3 褐色j二(lOYR%) 
4 褐色土(10YR先j

黒褐色土(10YR%) 炭

黒褐色土(lOYRYz) 

S K98 

1 結褐色土(lOYR%) 炭=焼1 褐色土(JOYR諸) 炭
吋 SK55 

2 ]を褐色土(lOYR予o 炭
。 1 If音褐色土(10YR%) 炭・焼

2 によい設褐色土(lOYR%) 炭

第13圏 SK02.06.21.34.54.55.98 

出土遺物から縄文時代晩期前半の遺構と考えられるO

s c第13D 14図)

土坑中位に、手の平大の偏平な華撃が 11霞検出されたものである O 擦が置かれたような状態で

あったため、一応この類に含めた。

第14図37は断出形から憲形土器の被片と考えられる O 縄文はLRo38は鉢形土器の体部破片

で、縄文はRLであるO ともに四群の破片であるO このほかの出土遺物は土器細片4点と剥片

1点だけである O

遺構の時期は特定できないo

S K34 (第13図〉

遺構確認面上に人頭大の榛 3，留を組み合わせたものである O 擦の位置は、全体として楕円形

を呈するプランの関東側に寄せられている。覆土下部の 3，.....， 6層はプロック状を呈する。
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4密

造構内から遺物は出土しなかった。

連構の時期は特定できなかった。

SK54 (第13e 14図)

こと坑中程に拳大の擦と小石が集中する部分がある。これ与の擦は平面プランの上では中央や

や東部に寄るG 覆土中には炭化物が少量撮入している。

//f¥ 

/三___)

4) 

第14密39は鉢形土器の口綾部破片である。口縁上に小さな山形の突記が付く。口緩部にlま2

本の平行沈線が巡るが、上の 1本は突起内iこ収束する。地文は羽状縄文である。 lV群に相当す

る。このほか四群の細片が 6点出土した。

覆土中の遺物から縄文時代晩期前半の遺構と考えられるO

S K55 (第13e 14図)

土坑中南側半分に、径 5"'"'15cm稜の礁を14倍充填するような形で入れ込んだものである。磯

のレベノレは底面よりも若干浮いている O 覆土 11習には炭化物、焼土粒が混入する。また 2患は

地山ブロックである。



第 1節縄文時代及び弥生時代

14個の磯の内 2{国は白石である(第14図S2.S3)oS3は砥石として使用された後、白

石として痩用されたもので、断面V字状の譲痕を田部が切っている。ほかの遺物は出土してい

なし¥0

遺構の時期は特定できなかった0

SK98 (第13" 14図)

土坑中位北半lこ穣を 6{聞入れたものであるO 醸の一部は確認頭上にも出ている。土坑のプラ

ンが小さいためか、石を充填したようにも感じられる。

8個の磯の内 1個が凹石(第14図S4)である O 遺構内から、 lまかに達物は出土していない。

遺構の持揮は特定できなかった。

土坑中に完形土器を埋納した土坑であり、 2基検出した。また、唯一縄文時代中期の遺

構である SK95は掘り方の一部に土器片を並べたものであり、一応本類で扱ったo

S K22 (第15 16密)

深鉢形土器 2{国体を入れ子にして、土坑中に置いたものである O 外側の土器は口縁部が西向

きに、また内側の土器は口縁部が南向きになるように、それぞれ横倒しの状態で入れ子にして

いる O また内側の土器の口をふさぐように偏平な磯〈第16図S5)があてられ、さらにこの土

器の真上、磁認面上にも偏平な磯が置かれていた。外側の土器は押し演された状態で出土して

いるO このほか掘り方底面の東側に寄せて41が置かれていた。

外側の土器 (40)は口縁部が若干内掩する深鉢形土器であるO ロ震は平壌に整形されている。

内面下半には煤状炭化物の付着が著しい。縄文はLRである。内側の土器は捷用によるためか

摩滅が著しく、復元できなかった。 43は内側の土器の口縁部、 44は同じく体部の破片であり、

全体にずん臓のプロポーションとなる。縄文はLRであるが、体部破片中には条が横走する部

分もある。 41は小型の鉢形土器であるO 内面には部分的に朱が付着する。口縁は小さな突起の

付く小波状口縁で、口端直下に l段の載痕列が巡る。地文はRL縄文である。この土器に援し

て住口土器の注口部が出土したが、割れ口にはアスフアルトが付着している。 42• 45，......，49およ

びS6 e 7は埋土中から出土した。 42はミニチュア土器である O ロ縁部は無文であるが、その

下は底面まで縄文が施されるo47 0 48は鉢形土器の破片である。 47の内面には煤状炭化物の付

しし可。小波状を呈する口縁部下に円形の刺突を巡らせる。またその下に 2本の沈線があ

るo 48は全体に摩滅@剥落が著しいが服部には半肉彫的な文様が見られ、朱も付着している 0

49は壷形土器の口頭部破片であろう。 41• 47 • 48はW群、 40• 42，......，46 • 49はW群である。また

縄文はすべてLRであるo S 6の両側縁には徴小剥離痕が認められ、またアスフアルトの付着

が著しい。 S7の右側縁には二次加工が認められるO

-31 



第4章調査の記録

1 II音補色土(10YR%) 炭

2 褐色土(lOYR万)
3 明糞褐色土(lOYR%) 

S K97 

説
)

B⑨ 

出

j

tIi 

----]) 

A-

第15図 SK22・88・95

32-

R
U
 

H=53.9m B 

SK88 
1 褐色土(lOYR諸) 炭
2 褐色ゴ二(lOYR有)
3 にぶい寅褐色ゴニ(lOYR詰)
4 ~月賞褐色土(lOY R 完}

SK95 

A- H =53.8m B 

S K95 
1 笈褐色土(lOYR%) 
2 fl音絡色土(lOYR%) 



ゲコ
ゲコ

〈
的
)
葉
樹
増
刊
笥
m
h
盤
側
哨

図
里
織

ミミミ、〉
んで匂ヘ、、 ヌ曳
話人号¥'<い‘Jy〈(:r、ぷ山

f号しし1かtf!
;d!i;ぷ符叩詰以X託とJゐ主お\~>

む司
、Dl--

ぴ3

ζ 二二三宅

裕夫訪れ1Zft3

3i師法

Cデミ
叱が

M 
lJ") 

g
u
O
F
 

∞∞出∞一司市山
loω

N
N
U白

ω
一
ド

lω

∞・
0
申

l
o申

広二二三斗
Jし~)//

ギ
宮
川
町
v空
間

'b
肖
記
官
制
捜
糧
刊
紙



第4章調査の記録

遺構の時期は、底面出土の遺物から縄文時代晩

期前半と考えられる。

S K88 (第15e 16図)

S K22同様に土器が埋められていたと見られる

土坑である。調査時点では根などによる撹乱のた

めに土器の原形を止めていなかったが、遺物出土

状況図に示すとおり、遺構内全体に土器片が広が

っている。底部破片はほとんどの破片が接合した

(第路図50)。覆土 1層には炭化物が混入する 0

50は口縁部を欠く深鉢形土器である O 内面には

縦方向の整形痕があり、底部付近も丹念に削って

整形している。縄文は前段合撚LRである。条の横走する部分が多い。 51.......54は埋土中から出

土したo 51は壷形土器のミ 52は窓口土器の破片であるc 前者には載痕列が、後者には羊蜜状文

が見られることから、 HT群土器である。 53"54は粗製深鉢形土器の破片で、 vll群である。

出土遺物にfv群の土器片が含まれるものの、 50には条の横走する部分が多い点で縄文時代晩

期後半~弥生時代に位置付けられる可能性があり、違構の時期を特定できない。

SK95 (第159 17図)

土坑の北側の壁に沿って、 5個の土器片が並べられていた。土器片は同一個体でありすべて

接合した(第17図55)。また覆土中からは同一倍体の口縁部破片が出土した。

55は深鉢形土器である。口縁部下で最も張り、その後緩く腕部下半に続く器形である。ロ縁

部は破片が小さく明瞭ではないが、緩い波状を呈する可能性がある。隆起線による渦巻文を上

下に配置し、その間を楕円形の沈線区画文で埋めている。楕円形区画内の縄文は LRである。

文様の特識から日群に相当する。ほかに遺物は出土していない。

SK95は、出土遺物から中期後葉のよ章構と考えられるG

断面形がフラスコ状ないしは袋状を呈するものを一括した。規模で=関口部径L3m前後、

地山上面からの深さ80cm前後の比較的大きいものと、関口部経60cm前後、深さ30cm前後の小さ

いものとがある。特に前者の内、 10基からは一括廃棄されたと見られる遺物が出土しており、

当時の土器組成を考える上で注毘される。

S K07 (第18• 19図)

覆土は 5麗に分けられるo 2層は明黄褐色を呈する粘土塊であり、遺構埋没過程ないしは遺

構埋め戻しの際に投棄されたものと見られるo 3層中に炭化物が多くまた焼土粒も混入する O

-34-
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第4章調査の記録

覆土中からの遺物は少ない。第19図56は口縁端部が載痕列状に刻まれ、その下に平行沈線が

巡る。 57は粗製土器で縄文はLRであるo 56がrv詳、 57は理群である。

出土遺物から縄文時代晩期前半の遺構である O

S K09 (第18" 19図)

覆土は 9層に分けられる O 覆土2層はSK07両様に粘土塊である。 4J議には炭化物の混入が

多い。また 8層が混土状を呈する点を考慮すると全体が人為的に埋め戻されたものと考えられ

る。遺物出土状況に示されるとおり、覆土中央に遺物が多い。

出土した遺物は比較的多い。第四図59は波状口縁を呈する O 破片中央に大きい突起が付くが

突程部分は欠損している。口緩部lこは平行法線が施される O 沈線内の縄文はLRであるが沈擦

の外は磨り?隠されるo 60，......，63には学識状文@載痕列が施されるo 60" 61は鉢形土器、 62G 63は

注口土器の破片であるo 67---76は粗製の土器である O 深鉢形土器が殆どであるが、 73..74は口

頚部が外反する。また、 75は破片の丸みが強く壷形になる可能性がある。 59が軍君卒、 60，.....，64が

IV群、{也は四群である。 20点出土したフレークの内S8 e 9 ~こは徴小剥離痕が認められる o 77 

は円盤状土製品である O 聴群の破片が混入するものの、縄文時代晩期前半の遺構である。

S K14 (第20" 21 @ 22 e 23区J)

覆土は 9層に分けられるo SK14の地山は砂利層になっており、覆土中には全体に小石が多

く混入するO 覆土 1.. 7 .. 9層lこは焼土粒子が、また 2" 3 .. 7 ..号層には炭化物が顕著であ

る。 2" 6層中からは接合するフレークがまとまって出土している(第22図S11 --14)。土器

は覆土下部に集中して出土した。復元等により器形を推定できたのは第21図78---81であるO

78は粗製の深鉢形土器である。縄文はRとLの部分があり、また一部には綾絡文が認められる。

体部中央には煤状炭化物の付着が著しい。この土器はSK09出土の破片と接合している。 79""'

81は精製の鉢形土器である。 79の口縁部文様帯には末端のかみ合う羊歯状文と載痕列が認めら

れるG 体部下端は lないし 2本の沈線で区切られその下は無文である。 808 81の底部は上げ底

になっている。 79の内面には媒状炭化物の付着が著し 1.t'o破片資料の内ミ第23s華街は胎土に岳、

粒を多く含み、器厚も厚い。 96づ00は深鉢形土器のロ縁部破片と見られる。共に沈線によっ

て体部と区画するが、 96には 2段の三叉文、 100には口縁端部に円形の刺突列が施される。 97

"'-'99は羊歯状文の施される鉢形土器の口縁部破片である。 98の内面、 99の表面には煤状炭化物

が付着する。 104は口縁部に屈曲を持つ鉢形土器で、ある。平坦に整形された口鶴の一部にB突

起が付されているo 101は血形土器の口縁部であるO 内面には漆、表面には朱が認められる。 1

05'""'109は粗製土器の破片であるが、109の内面全体には朱が残っているo 95が立群、 78• 105 • 

109が羽群、他はW群である。 56点出土したフレーク。チップの内24点が接合した(第22図〉。

接合資料は 2翻あるo S10は接合資料Aの内の一点である。一部に磯皮を残す剥片の一側辺に

po 
円

δ
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二次加工を施す。

縄文時代晩期前半の遺構であるO

S K15 (第20s 21 s 23図〉

第 I節縄文時代及び弥生時代

覆土は 7層に分けられる。 1G 2 .. 7層には炭化物が多く、 2層には焼土粒も混入する。全

体iこ覆土のしまりが弱く、人為的な埋土と見られるO 遺物は覆土中央に集中する O 復元により

関化できたの拡 2個体であるが、ほかに器形を推定できる破片が 2個体ある O

第21図82は口縁部の屈曲する鉾形土器であるG 口唇は緩く刻まれ小波状口縁となっている。

この土器の一部はSK25出土のものである。 83は台付鉢形土器である。第23図116は精製の鉢

形土器であるが、口議部iこ屈曲を有するo 119は詮口土器である。破片の大きさから見て、か

なり大きいものであろう。破片資料む内、 110は貝殻腹縁文が施されている。出土遺物中唯一

早期の土器片であり、 I群である。 111• 112は胎土に砂粒を多く含み器厚も厚い。縄文部と無

文部を区画する縦位の沈線が施される。 113""115 a 117は鉢形土器の口縁部被片、 118e 120----

124は注ロ土器の鼓片で、ある。 115 づ18 づ20~こは羊歯状文が見られる。 122 ，.....， 125は粗製深鉢形

土器の破片である。 124の縄文は羽状であり、 125は条の縦走する前段合撚LRである。 111e 

112がII詳、 82" 113~-， 124がIV群、{告は顎群である。 ほかに中空土鍔む右腕部分の破片が 1

出土してし喝。

縄文時代続鶏蔀半の遺構である 0

SK16 (第20" 21 " 24図)

覆土は13層に分けられる。全体に炭化物@焼土粒が多く混入する。人為的埋土と見られる。

遺物は覆土中に散発的にあり、少ない。

第21図84は鉢形土器の体部下半であるO 底部から非常に角度をもって立ち上がり、直線的な

器形を呈する。無文であるが底面に絹代痕を止める。第24図127は器厚@飴土から豆群の破片

である。 128は鉢形土器、 129tま注ロ土器、おい 132は組製深鉢形土器の披片である。

128 s 129には載壊列が施されており1'1群である。

立群の破片が混入しているが、縄文時代晩期前半の遺構と考えられる 0

S (第20" 21 " 24図)

覆土は13層に分けられる。上部の 1"""'3層には炭化物@焼土の混入が顕著であり、また下部

の13層にも炭化物が多く混入する O プランの中央、覆土上部から下部にわたって多くの遺物が

出土した。

第21図85'"'"'87は粗製の深鉢形土器である。 89は深鉢形土器の底部。 88は鉢形土器の上半部で

あり、表面に煤状炭化物が付着する。 93はやや丸みを帯びた体部に外反する口頚部が取り付く

ものと考えられるが、口頭部は欠失しているo 91は体部がほとんど立ち上がらない血状の器形
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第 1節縄文時代及び弥生時代

を呈する。 92は球形の体部に口縁部が直立する壷形土器である。器淳が非常に薄い。 90は台付

き土器の底部であるo 90. 91は共に無文。以上の宮点はいずれもVII群であるO 破片資料ではそ

れぞれの文識により第24図133e 134がE群、 135，......，139がIV群に相当する。また140--144はVlI群

であるo 135告 142の内面には煤状炭化物が付着する。 145tまミニチュア土器であるが、全体が

歪んでいる。

縄文時代晩期前半の遺構である 0

SIく26(第20" 21 " 24図)

覆土は12層に分けられる。 ほかの土坑同議に、覆土全体に混入物が多い。 4層は混土状を呈

している。遺物は覆土中央からややまとまって出土したが総量は比較的少ない。

第21図94は深鉢形土器の体部上半から口縁部にかけての破片であるが、口縁部は援く外反す

る器形を呈する。第24図146は器厚。胎土から立群の破片であるo 147は鉢形土器の口縁部破片

で羊歯状文が施されるo 148号 149'ま粗製土器の破片であるが、 149は口縁部にかけて外傾して

いる。 147はIV群、 94づ，18ぺ49'まVII群である。 f告に白石が 2点出土している (S19" 20)が、

S20は磨石兼用であるO

縄文時代晩期前半の遺構と考えられる C

s (第25" 26 " 27図)

覆土は12層に分けられる。覆土中央の 2" 3層および覆土下部の12層に炭化物 e焼土粒子の

混入が顕著であり、全体に人為的な埋土と考えられる。遺物は覆土上部と覆土下部に集中する。

第26図156は胎土に砂粒を多く含み、器厚も厚い。縄文部と無文部を区画する沈線が縦に垂

下している。 150.. 160'"'"'162は粗製深鉢形土器である。縄文は150がO段多条RL、161金支部設

合撚LR、160" 162はLRであるo 162は条が横走するo 157" 158も深鉢形土器の口縁部破片

であるo 157は小波状を呈する口縁直下に円形の刺突が施される。 151は鉢形土器であるO ロ縁

部は再生されたものである。体部は非常に丸みを帯びており、壷形土器であった可能性がある。

152は台付土器の合部、 159は羊茜状文の施される注口土器の破片であり、 165は壷形土器む肩

部破片である。 156はE群、 157，.....，159はN群、 150，..，，_，153 • 160'""165は四群に相当する。 S25の

側緩には雑な二次加工が施されている O

縄文時代晩期の遺構と考えられる。

S K45 (第25• 26 " 27図〉

覆土は101蓄に分けられる。覆土中には全般に炭化物が混入しているが、特に 1• 3層に顕著

である O 遺物は覆土中央から上部にかけて多く出土している。

第26図166，.._，169は鉢形土器の口縁部破片、 170は向じく体部上半の破片である。 167• 169に

は煤状炭化物の付着が著しい。 171......173は注口土器の破片である。口縁部文様帯には羊歯状文
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第 4章調査の記録

や載痕列が施される。 153e 174，......，178は粗製土器である。 178は口縁部が緩く外傾し、口屋上は

間隔を開けて刻みが施されている。 166.......，173はN群、 153e 174.......，178は四群相当する。 S21の

磨製石斧が 1点出土しているO

縄文時代晩期前半の遺構である 0

S K50 (第25 26 27図〉

上部に切り合って SK96が構築されている。覆土は10層に分けられるが、上部の培褐色土1e 

2層は焼土である。また全体に焼土粒 s 炭化物の混入が多く、特に10J蓄の炭化物はブ、ロック状

るO また10層は、上部の非常に粘性の強い土が下部の搭色土を多く混入する う捧

な状態であった。これらの点から覆土は人為的な埋土と考えられる。

遺物は覆土中央に集中する O 第27国179'""'-'181は鉢形土器であるo 179" 180の内面、 181の器

表面に煤状炭化物が著しし、。 182""""186は粗製深鉢形土器の破片であるo 154は上げ底状の震部

であるが、内面には僅かに朱が認められる。 179'"'"181がN群、 153• 182'"" 186が溜群である。

石器は覆土上部及び下部から 5点出土した。 S22は基部及び先端を欠くが片題全面に了寧な搾

ff剥離が施されているo S23は小型の磨製石斧、 S24は鍬状五器、 S26は磨石、 S27は出石で

£る。

遺構の時期は179.. 180をもとに縄文時代晩期前半と考えられるo

SK52 (第25畠 26Q 27図〉

覆土上部をSD71が通っている O 覆土は 3層に分けられるが、全体に炭化物を混入し、 l

には焼土粒も認められるO

第26図155は底面に接して出土した鉢形土器である。口縁部は小波状を塁し、縄文はLRで

ある O 全体lこ煤状炭化物が付着する。第27図187は鉢形土器の口縁部破片であるが口縁部文様

帯に羊歯状文が施される。 188は粗製深鉢形土器の体部破片で縄文はLRであるO

縄文時代晩期前半のj章構である。

S K72 (第25• 27密)

平面形全体が小さく、また浅い土坑であるo SD71の精査中に検出したが、土層図は作成で

きなかった。出土遺物は、土坑底部から第27図189がl点出土しただけである。

189は粗製深鉢形土器の口縁部破片である。口属部は平塩に整形されている。縄文はLRo 

vll群である O

遺構の時期は特定できなかったo

S K76 (第28惨 29臨)

誌面西側に径30cm前後、深さ10cm弱のピットを有する。覆土は 4層に分けられるo 2 • 4層

に炭化物が認められるが、 2J醤が圧倒的に多い。遺物は覆土上部にまとまっているが、全体か

-48 
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第4章調査の記録

ら散発的に出土している。

第29図190は口綾部で屈曲する鉢形土器であるO 口縁部は羊歯状文嵐に刻まれ、全体が小波

状口縁となっている。その下は上下2段の列点文によって文様が構成されている。 191は鉢形

土器、 192は粗製深鉢形土器の体部下半である。 192は底部から非常に緩やかに立ち上がる器形

を呈するO 縄文はともにLRであるが、 192では条が横走するo 193は無文の壷形土器である。

器面の調整が非常に了寧であるo 197，.....，199は鉢形土器の破片であり、 200は台付き土器の台部

である。 201""207は粗製の土器である。大体は深鉢形を呈するもCとj器、おれるが、 207O議に

断面が丸みを帯びるものもある。 190• 191 G 197，.....，200はIV群、 192燈 201--207は滞群である。

20Uま円盤状土製品、 S28t立一鎚片iこ鍛小剥離壌を残す。

縄文時代晩期の遺構である。

Siく81(第28e 29 e 30図〉

覆土は15層lこ分けられる。 2c 11層iこ炭化物が顕著であり、また 4層には焼土粒が握入する。

遺物は覆土中央下きちかちゃやまとまって出土し

第30図209G 210は口縁部iこ文様の施さ抗た深鉢形土器の破片である。小波状を呈する口縁部

下の文様は 2段の載痕列で構成されているo 211""'216は粗製の深鉢形土器の被片であり 195は

底部である。 194'ま壷形土器の体部である。体部上半は載震列と平行沈穏に挟まれて、 X字状

の磨り消し文が展開するo 体部下半の縄文はLRである。 196は上半を欠き全体の器形は不明

であるが、底部は小さく体部はやや丸みを帯びる。 194a 209 " 210はHr群、 195づ96" 211---

216は噛群である O

出土遺物から縄文時代晩期の遺構であるo

SK83 (第289 30図)

SD71精査中に検出した。平面形@深さ共に{哉の土坑より

層に分けられる覆土は全体にしまりがない。

り小さいものである。 1---3

遺物は 2点である。第30函218は覆土上部から出土した。護憲器護の体部被片でるる。覆土

下部から出土した217は粗製深鉢形土器の体部敏片であり、現群であるO

遺構の時期は特定できなかった。

SJく86(第28..30密〉

上部を撹乱されており、 SDll精査中に検出した。 1• 4 • 6層に焼土を混入するほか、

殺に炭化物が混入する O 特に底面付近の11層では顕著で、、ブロック状を楚するものも認められ

た。遺物はよ部からやや多く出土している O 全般に細片が多く鴎示し得たのは3点だけであるO

第30図219は鉢形土器の口縁部破片である。口縁部は緩い波状を呈し、その波頂部を屈むよ

うに 2本一組の沈線が施されているo 220. 221は粗製深鉢形土器の口縁部破片である。 219は

50 
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第 4章調査の記録
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縄文時代及び弥生時代第 l節
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N群、 220• 221は四群である。

本遺構は縄文時代晩期前半の遺構と考えられるO

S K87 (第30• 31図〉

7層には炭化

物が浪人するO 全体にしまり弱く、人為的な埋土と考えられるO 遺物は北側に偏って出土した。

53 

SD71に一部切られている O 覆土は 8層に分けられ、上部 2e 3層に焼土粒、



第4章調査の記録

第30図222'""225は鉢形土器の披片である。 224は口縁部に屈曲を持ち、体部には磨り措し

文が展開するo 225は体下半部の状態から台が付く可能性がある。 226は全体の器形は不明であ

るが、文様の施された体部の綬片である。文様は無文部分が削られる形の肉影的な手法によっ

ているo 228 @ 229は粗製深鉢形土器の口綾部被片である。 222~-227はIV群、 228 " 229は理群で

ある。

出土遺物から縄文時代晩期前半の連講である 0

S KS9 (第30e 3H器)

上部をSD71@ S K8mこ切ら批ている。覆土は 7J蓄に分けられるが、全体に中央が譲り上が

る土産覆を訴し、人為的な埋土と考えちれる。遺物は覆土上部および覆土下部から少量出土しfこ。

遺物には復元によって器形全体の分かる土器が 1点ある。 235は台付鉢形土器である。台きs

は外側に踏ん張る形をまし、体部は球形に立ち上がった後、上半では誼立し、口縁端部が穫か

に外反するO 全体に均整のとれた形である。口縁は平縁で、口縁部文様帯は 3本の平行沈線と

注線開む無文帯で棲成されている。 230e 232tま口縁部に屈曲を持つ鉢形土器で、 2321こ辻羊語

状文が施されているo 231は体部破片であるが、磨り消し縄文が克られる。 233;; 234は粗製深

鉢形土器の口縁部であるo 230. 232 e 235はIV群、 233e 234は四群である。 ほかに磨石兼田石

l点が出土しているG

縄文時代晩期前半の遺構である O

S K91 (第31図〉

検出したこの類の土坑の中では、壁面がオーバーハングする部分が最もきついもので、その

後緩やかにすぼまり、径の小さい底面に達する O 間口部径が小さく、掘り下げ中に土層観察密

が崩れたため土層図を作成できなかった。遺構内から濯物は出土していない。

遺構の時期は特定できなかった。

SK93 (第31図〉

平面での規模及び深さの点で小型のものである O 覆土は 8層に分けられるが、全体に混入物

は少なl'o遺構内から遺物は出土しなかった。

遺構の時期は特定できなかった。

む類平面形が靖円形、断面形が円筒形を景し、深さ1.5m前後を測るものである。 3基検出

したが調査区中央から南西に直線的に並んで、いる O

S K32 (第32図)

覆土は22層に分けられた。 2.. 4 .. 5 .. 8色 11e 20 0 21 " 22躍に混入する炭化物はいずれも

微量である O また覆土全体が竪くしまった土であった。遺構内からは縄文土器の細片が出土し
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14 灰色土ブロック(10YR%)
15 明笈褐色土(10YRY6)
16 明灰白色二七(7.5YRYz)
17 灰賀褐色オ二(lOYR%) 
18 灰白色土ブロック(10YR%) 
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炭山市一

A- H =53.4m-B 

SK61 
1 f清褐色土(lOYR%) 
2 ~ゑ色土(10YR 1;Y，) 炭

3 0奇褐色土ブロ yク(lOYR'.);j) 炭

4 陪緑色土(10YRヲゴ)
5 褐色ゴ二(10YR%) 炭
6 褐色jニ(lOYR忽)

蒸褐色土(lOYR%) 
にぷい賞褐色ゴニブロック(lOYR%) 
褐色土(lOYR%) 

10 陪褐色土(10YR'.);j) 炭

11 !f1，潟13土(lOYR%) 
12 ng褐色土ブロ JJ(lOYR%)
13 にぶい笈掲色土ブロック (10YR%)

14 

15 

SK32.61.94 

第 1節縄文時代及び弥生時代

@部94

A- H =53.6m-B 

m 

ただけである。

5 (第32~D

全体の断面形は法ぽ円筒形を呈するが、底面は荏20cm前後、深さ20cm穫のピット状に段をもっ

て落ち込む。覆土は22層に分けられたが、各層中に護人物は少ない。 SK32同様に覆土全体が

くしまっていた。遺構内から遺物は出土しなかった。

51く94(第32図)

SDll精査後に検出したものである。遺構精査中に土層観察揺が崩壊し、土層図を作成でき

なかった。 SK32 • 61向様に覆土は全体に堅し )0 また覆土中の混入物は少なかった。遺構内か
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SK38 

第4章

褐色土(10YR話) 炭

焚掲色土(10YR%) 
黒褐色ニ!こ(10YR%) 炭多
路褐色j二(lOYR%) 炭

褐色土(lOYR詫)

褐色土(10YR%) 炭
賞褐色土(10YR%) 炭

資褐色土プロック(lOYR元) 炭

にぷい賞澄土ブロック (lOYRXi) 
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路補色土(lOYR%) 炭

褐色土(lOYRお) 炭

褐色土(lOYR%) 炭

SK49 SKヰ1

A 

A 

炭多・焼

S K47 
1 褐色土(10YR%) 炭多

2 U音褐色砂質土(10YR%) 炭

K46 
1 

2 
3 

褐色ニ仁(lOYR万) 炭

明笈褐色砂利(lOYRJ1i) 

SK01・05・10.38'39・41.46.47.49
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⑧ 翌三

A-LJ)-B 
H=53.7m占…B

S K78 

1 黒褐色二仁(10YR%) 

2 黒褐色オ二(lOYR弘)

(民的
(~"\ 

A Il @)  J -B  

A 

A-

H=54.4m -B  

褐色二上(10YRYil 

対立54.0m-B  

R1~f) 炭・焼

R~}ß) 炭・焼

A 

1 i溶褐色ニ仁(10YR%) 炭
Z 字詰色土(10YR対)
3 褐色土(10YR%) 炭

SK82 

第 1節縄文時代及び弥生時代

A -B 

Hニ 54.5m-B

N見

日=53.0m-B  

Hニ 51.60m

l 黒褐色土(lOYR%)

H =52.1 m jj 2 黒褐色土(lOYR弘) 炭

3 黒褐色土(lOYR%) 。 1 m 

第34臨 SK53・56・57・62・66.69・74・78・79.82
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第 i節縄文時代及び弥生時代
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o iOcm 

ら違物は出土していない。

掘り方拡平面形が楕円形を呈し、深さも30cm前後までのもの 1.すこ。 はA

るものも含まれている可能性がある。また柱穴用ピットもここに一括した0

5民的(第33e 35図〉

平面形は楕円形を呈する O 覆土は 3J蓄に分けられるが、 2層中には焼土及び炭化物が顕著で

ある O 覆土中から出土した遺物は比較的多い。

第35図236'"-'241は鉢形土器の口縁部破片である O 文様帯には末端のかみ合わない学窮状文毎

載痕列@平行沈線が施されるo 242'""244は注目土器の破片であるo 252は豪形土器の庶部であ
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第 4章調査の記録

り、僅かに内1RUから押し出される 4儲の足が付く。 246，.....，251は粗製土器の破片であるo 246"""'2 

50は深鉢形土器、 251は壷形土器である。 247の縄文はRL、他はLRである O また2489 249は

条の圭行が縦方向であり、 250は接である。 246の器頭には爆状震化物が付着する。 236--245" 

252はIV群、 246--251は四群に相当する。

縄文時代晩期前半の遺構であるO

SK05 (第33"35関)

平面形はほぼ円形を呈する。

する。

3 J麗iこ分けられたが、 l窃 2J露中に少量の炭化物を混入

第35堕253は胎土に畿維を混入する。 255の口縁にはA突起が付く。 257~ 258は同一怨体であ

るO 注口土器の被片であり、;披片中央には文諜菩のT端lこ載震列を巡らせているo 259'----262は

粗製の土器である。 259は口縁部破片であるが、口唇上に縄文が施される O それぞれの特徴に

より、 253はI群、 254 257 258はrv群、 255.. 256はV群、 259'"'-'262は理群に相当する。

縄文時代晩患の遺構と考えられる。

SK10 (第33穆 35図)

平面形はほぼ円形を景する O 覆土は 9層に分けられるが覆土中央の 3層、覆土下部の 7.. 8 

層に炭化物が顕著である O 覆土中からはややまとまった遺物が出土しており、 C類の土坑の上

部が削平されたものである可能性がある。

第35図263の口縁部には三叉文が施される。 264は体部にX字状の慶り消し縄文が施されてい

る。 263.. 264 .. 267は鉢形土器、 265.. 266は注口土器の破片であるo 268 " 269は粗製の深鉢形

土器であるG 口縁部破片は部分的に康体の回転方向を変えている。 270の底部はやや上げ底嵐

であるO このほか磨製石斧 1点 (S30)、中空土偶の破片 1点 (271)が出土しているO

縄文時代晩期前半の遺構である。

SK38 (第33硲 36函〉

平面形は構円形を呈する。覆土は 3層に分けられ、いずれにも炭化物が混入している。

第36図272• 274 9 275 9 276は鉢形土器、 273は在日土器の破片である。 272の口縁部には小さ

な突起が付く。また273には羊商状文、 2751こは載痕列が施される。 276の縄文はLRである。 2

72'-""275はIv群、 276は滞群である。このほか鱗代壌を止める底部破片が出土しているO

出土遺物から縄文時代晩期前半の遺構である O

SK39 (第33函)

調査区南西部の低地に位置するO 平面形は不整な円形で、断面形はすり鉢状を呈するO 覆土

はD類とした土坑の覆土に類似して、堅くしまっていた。遺構内から遺物は出土していな ~\o

遺構の持期は特定できなかった。
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第 1節縄文時代及び弥生時代

S K41 (第33図)

平面形は楕円形を呈する。覆土 1層には微量の炭化物が混入する。遺構内から遺物は出土し

ていな ~\o

遺構の時期は特定できなかった0

SK46 (第33e 35図〉

南東側でSK47と切り合うが、本遺構が新しい。平扇形は楕円形を呈する。 覆土 1震に炭

化物が、 3層に焼土粒が混入しているO 遺物は覆土上部から少量出土した。

第36図283の口縁は刻み込みにより小波状を呈する。 282には羊歯状文が施されるo 277，..，..，281 

は粗製土器の破片である。 281の口唇上には壊状工具による刺突が巡る。 282e 283がIV群、 277

---281はVlI群である。

縄文時代晩期前半の遺構である 0

SK47 (第33e 36図〉

西側がSK46に切られているO 平面影は不整な円形を呈するO 覆土は 2層に分けられ、 1層

に炭化物が顕著に見られる。覆土上部から少量の遺物が出土した。遺物は縮片が多く、 1点の

み図示した。第36図284は粗製深鉢形土器の体部破片である。縄文はLR。表面全体に煤状炭

化物が付着している O 四群である。

遺構の時期は特定できなかったo

SK49 (第33"総額)

南半は調査当初に設定したトレンチにより削平されている。平面形は楕円形を呈するo 覆土

は1層であり、炭化物が多く混入するほか焼土粒も見られるO 覆土上部からは、回転糸切り痕

を止める土師器杯の底部が 1点出土しているO 覆土下部から出土した第36図285は粗製土器の

破片であり、縄文はRLであるo W群である。

遺構の時期は特定できなかった。

SK53 (第34ゅ 36図)

平面形は円形を呈するO 覆土は 2層に分けられ 1層に微量の炭化物が混入する O 遺物は l点

出土しただけである。

第36図286は粗製深鉢形土器の破片であり、全体に摩、減が著しい。縄文はLR。

遺構の時期は特定できなかったo

S K56 (第34図)

平面形は楕円形を呈するが、小型である O 遺構中の醸の在り方から柱穴と考えられるO 遺構

内から遺物は出土していない。

遺構の時期は特定できなかった。
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s (第34図)

平面形 e規模ともに SK56!こ類桜する O 遺構上部の頭側にやや大きめの石が当てられており、

柱穴と考えられる。遺権内から遺物は出土していない。

遺構の時期は特定できなかった。

S K62 (第34図〉

平蕗形は、構丹形を呈する。覆土は 3層分けられるが、 3麗中に炭化物焼土粒の混入が顕著

である O 遺構内から造物は出土していない。

遺構の時期は特定できなかった。

SJく66(第34"話題〉

平面影は丹形を呈する。覆土は 2J麗iこ分けられ、ともに炭化物 e 焼土粒が援入する。

から少量の遺物が出土した。

287は口緩端部に小さい刻みが施され、その下を沈線が巡る。 288は前段合議LRの縄文であ

るが、条が撞走している。 287がfv群、 288が理群で島る。

縄文時代晩期前半の遺構と考えられる。

SK6i (第34図)

平面形は卵形を呈する。覆土は 2j寝に分けられるが、層中に混入物は認められない。また

遺構内から遺物は出土しなかった。

遺構の時期は特定できなかった0

SK69 (第34• 36図〉

平面形は円形を呈するO 覆土は 1層で炭化物が少量混入する。遺物泣少量出土したが紹片が

多く 1点のみ図示した。第36図289は粗製深鉢形土器の破片で、縄文はLRで、V1I群に相当す

る。

遺構の時期は特定できなかったo

S民74(第34"35図)

平語形は円形を呈する。覆土は 3層に分けられるo 1 " 3層中に炭化物が混入するO よ量権内

から遺物は出土していない。

遺構の時期は特定できなかったo

S K78 (第34@ 36図〉

SD36を切って掘り込まれている。平面形は略方形を呈する。覆土は 2層に分けられるが、

共に明瞭な混入物は認められない。覆土中から少量の遺物が出土し、 6点を図示した。

第36図290は口縁部を巡る l本の沈線が施されるo 291---294は粗製土器の破片である。深鉢

形を呈するものが多いと考えられるが、 294の断面はやや丸みを帯びている。 291の口唇は平塩
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第 1節縄文時代及び弥生時代

iこ謂整さ批る。議文はいずれも LRである。 295は台{ずさ土器の台部である。いずれも理群に

桔当する。

縄文時代晩期む遺議と考えられる 0

s民79(第34"36国〉

平面形は照丸方形を呈する。 はl震で培褐色を呈し、全体にしまりが無い。遺構内から

遺物は出土していない。

遺構の時裁は特定できなかった0

SK82 (第34"36図)

平面影は不整な稽円形を呈する。 SK78同様jこSD36を切っている。覆土は全体に黒褐急を

呈するが、混入物や土のしまり異合により 3層に分けられるO 出土遺物は少なく、噛群に相当

する粗製深鉢形土器の破片だけある。

第36図296" 297の縄文はLRである。噛群に栢当する。

遺構む特認は持定できなかった。

SK鉛〈第25図)

SK50，こ重援するが本遺構が新しい。平面形は不整な円形を呈し、覆土は 3層に分けられる

が、覆土 2層は地山ブ、ロックであるo 縄文土器の細片が少量出土したが、図示していない。

遺講の時期は特定できなかった。

S K97 (第15図〉

東側でSK22と重複するが、本遺構が古い。平面形は隅丸方形を呈するO 土坑底面の凹凸が

著しし'0

ていない。

は3膳に分けられ、 1露中に少量の提化物が混入する。遺構内から遺物は出土し

遺構の時期は特定できなかった。

(5) 

s宍03(第37密〉

LQ46グリッドの豆層中に検出した。埋設土器上部及び覆土中からは復元可能な別錨体の土

器が出土しており、この遺構に伴うものと考えられる。掘り方は土器より一回り大きい程度で

窪30錦、深さ15cm程である O 地形の窪地を利用して構築されており、地山を掘り込んではいな

い。覆土中にブロック状の炭化物が認められた。

299は埋設されていた土器であるO 口縁部を欠くが、体部上半に最大幅をもっ器形を呈した

ものであろう。縄文はLRである。表面の体部にわずかに煤状炭化物が付着する。 298は埋設

土器上部から出土したものであるG 体下半部を欠く饗形土器であるO 口縁部は工異により横方

向に整形されているが、内面の整形は雑で粘土の輪積痕が明瞭に残る O 器表面の肩部に煤状炭

円。
P
O
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SR03.04.遺構内出土遺物(18)第37菌

化物が付着するO 縄文はLRである。 300は覆土中から出土した。台付き土器の底部で、無文

である。

298の器形から、弥生時代の遺構と考えられるO

S R44 (第37図)

LR42グリッドで地山上面の精査によって検出した。上部の削平および木の根による破壊に

より、土器も底部付近しか残存しない。土器を埋設するための掘り方は径28cmの円形で深さ10

64 



守ち 8D04 

日二二54.0m_B

/ Hニ 54.0111
C 

一、0
.

，，d
-
ワ
ム

勺
け
ノ
JR

 
rz 
旬、

。
可
i土

h

叩
〕褐

川
山
田
記

D
 

c
u
-
-

第 1節縄文時代及び弥生時代

SD36 

炭

m 

第38罷 SD04.36

C盗弱であるO 埋設されていた土器は細片が多く復元できなかった。

第37図301" 302がその土器の体部、 303が底部の破片であるO 粗製の深鉢形土器であり、縄

文は前段合撚LR。理群である。

遺構の時期は特定できなかった。

(6)溝状趨構

S004 (第38• 39図)

諦査区中央北よりのL046 .. L P 46 D 47グリッドで検出した。遺構は調査区外東側に続いて

Fhu 

ぺ
h
u



第4章調査の記録

306 

307 

く二二コ 313

304-310・S31 : S D04 
311-313・S32: S D36 

号〉

四日

いるO 調査部分の長さ4.5m、上面騒70cm前後で、深さ20cm程である。長軸方設はN 820 

W。中央部分の震面は狭く断面形がV字状を景するc 覆土中には炭化物が少量混入している。

出土遺物は少なかった。

第39図304は鉢形土器の破片である O 刻み込みのある口縁部の下に載痕列が巡るo 306は台付

き土器の合部である。 体部直下および合部下端lこ載接列が施される。 307，.._，310は粗製土器の破

片で、 310は体部が丸みを帯びるものであるo 306の表面と307の内面に朱が付着する。 S31は

欝石兼白石である。

縄文時代晩期前半の遺構と考えられるC

5036 (第380; 39図)

MA" MB49グリッドに検出した。東端はSK78 a 82に切られている。全長5.8回、上面幅

60c鐙蔀後、底密飽40cm前後、諜さ20c践である。長軸方位はN 700 Eである。麗蛮が平坦lこ

作られており、壁はやや角度をもって立ち上がる。断面形は逆台形を呈する。覆土は色読によっ

て3層に分けられるが、いずれも混入物は少ない。遺物は縄文土器が少量出土し

第39図311= 312はいずれも四群のものである。ほかに円盤状土製品上点、小型磨製石斧 l

が出土しているO

出土漬物によって遺構の時期を特定することはできないが、遺跡内全体の遺構配置の点から

縄文時代晩期前半の遺構と考えられる O
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2 

遺物l主主に調査区南東部の遺構築中部分とその周辺から多く出土した。遺物包含!露である E

!警の残存する部分は狭く、 I層中からの出土が多い。また、 20m以上も離れて接合した遺物も

あり、すでに現位置から大きく動かされたものも多いと考えられる。連物には土器 e土製品 e

石器 e 石製品があるG 総量はコンテナで34籍である。

( 1 ) 

出土した遺物の中で最も量が多く、コンテナで22箱ほどである O 小破片が多く器形までわか

るものは少な ~ìO 出土土器iこ層位差 e 地点差はとらえられない。こむため胎土昏文諜などによ

与、 I~_.理群に分譲した。このうちも主体となるのは沼群とした晩期前半の土器である。また吉

明瞭にvl群に分類される土器はS184に埋設されたもの 1点であるため、ここでは I--V"V1I

群について記述するO

1 憲章土器(第40図314~319 321 322) 

縄文時代平語舎前期の土器を一括した。早患の土器はS1三誌の覆土中から、員殻腹緩文の施

された縮片が 1 点〈第23~110) 出土しただけである。前期の土器は、飴土に繊維を含み、器

厚のやや厚いこと器である。 314は口綾部、 iまかは体部の破片である。いずれの破片も胎土中に

議維を混入するが、混入量は少ない。また、いずれの破片にも文様は認められない。縄文は

314はLR、315，.._，318• 321はRLであり、 322は羽状縄文である。このうち316は節が縦方向に

揃っている。また、 319の原体は組み紐である。各縄文の特徴から前期前葉に位置付けられる

ものであろう。

耳群土器〈第40密320• 323.-.....341) 

縄文時代中期の土器を一括した。遺構覆土中に混入した破片も多いが、それらには二次加熱

による器面の剥落が顕著である。胎土には砂を混入し、器厚も厚めである。施される文操には、

よるもむ (323---330)と沈線によるもの (331~338) がある o 323" 330'ま経沈線によ

る酒巻き文、 332は沈線による構内形区画文が擁されている。このほか鰭詑線電沈線が縦方向

に垂下するものが多い。 320" 341は胎土 e器摩からここに分類した。施された文様む特徴から

大木号式に比定される O

(第40殴342--356)

縄文時代後期の土器を一括した。日韓部文様帯に数段の平行沈線を巡らし、立体的で大きな

突起の発達する後期中葉の土器と、平行沈線開の縄文帯が広がり、突起が平面的で小さくなる

後期後葉の土器があるO 前者の胎土は僅かに砂粒を含むが全体に撤密であるO これに対し後者

では胎土中の砂粒が多く、器表面にも砂粒が表れているO

342の口縁部には、肥厚した円盤状の突起が円周に直交するように付されている。突起内に

ウ
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第 l節縄文時代及び弥生時代

は沈線が緩く渦を巻く。 342.-;348の口縁部には 2--3段の平行沈線が認められ、さらに347に

は上下の沈線を逮絡する沈線がある。 351a 352は平板な突起に縦方向の刻みが施されている 0

355 @ 356は体部下半の破片で島り、断面が僅かに丸みを替びているc

第IV群土器(第41，.....，44図)

縄文時代晩期前半の土器である O 鉢形土器@盟形土器@台付土器@壷形土器@注口土器など

多様な器議が存在する O 施される文様の特徴によって 2類に分けられる。

1類〈第41図357，-..369e第43函465" 476 e 486 e第44図522)

沈隷による三叉文の施されるものである。 359e 367むように明積な三叉文をとらないものに

ついてもとりあえず一括した。いずれも破片で器形全体については不明であるが、深鉢形土器 s

鉢形土器@血形土器 e合付土器@詮ロ土器があるO

357，..._，362は器厚がやや厚く、胎土に砂粒を多く含む。深鉢形土器の破片である。 363""'368は

鉢形土器の破片である。器面の謁整が内外ともに丁寧iこ行われている。 367は口縁部に屈曲を

持つ形を呈するものである。 476は台部である。騒の狭い部分iこ玉抱き三文文が施されている 0

486は服形を呈する。口縁には大きなB突起が付される。底部付近を区画する沈線までの、や

や広い文様帯には沈線による曲線的な文樺が施されるが、沈線の交差する部分に三叉文が見ら

れる。沈線に縁どられる一方の区画内は、浅く彫られた状態になっている。 522は注口土器の

破片である O

2類〈第41額371""第43図464" 466"""'475 " 477，....，485 " 487'"""第44図521" 523.-..，，529) 

羊歯状文の施されるものである O 口縁部文様帯に平行沈線が巡るだけのものも一括した。器

覆には深鉢形土器 a 鉢形土器 e 血形土器 e 壷形土器@注口土器がある。

器厚が厚く飴土に砂粒をやや多く混入し、器面も粗い398--404c 409""413 c 428""430 e 437 

""'441は深鉢形土器と考えられるo 413" 441は屈曲部を持ち、他と器形を異にしている。口縁

は小渡状を呈するが、 399" 400 " 407ぺ09は羊歯状文風iこ作っている。口縁部文諜帯にはやや

大きめむ載壌兜が施される398.-...413と、平行沈線を巡ちせる428'""430カまあるG 蔀者iこは409事 4

10のように載痕列が 2段になるものがあるG また後者では平行沈線と口縁端部の間に円形の刺

突が施されるものがある。

371--397 " 405--408 " 414，.....，427 = 431 "'-'438 0 442"'463 0 482，......485は鉢形を呈するものであろ

う。胎土は撤密で砂粒の混入も少なく、器の表面は非常にきめ細かい。また器面が良好に研磨

されたものもあるO 器厚は薄い。器形は口縁部が若干内湾するものが多いが、 395• 425 • 442 

のように問曲を有するものもある O また446，.....，454は小型で椀状の器形が想定されるものであるO

ロ縁部文様帯に施される羊弱状文には、末端のかみ合うもの (386"""'394)と末端のかみ合わな

いもの (373--385)があり、また載痕列だけが施されるもの (414"""'421• 423"""'425)、平行沈
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第4輩調査の記録

線の施されるもの (431"-'438) もある。この口縁部文様帯と体部を区画する沈線は 1---2本巡

らされている。 482のやや隠の広い口縁部から強く屈虫して丸みを帯びる体部に続く器形は、

底部に台の付く可能性がある。文様は、ロ縁端からやや幅広く末端のかみ合わない学識状文、

横楕円の東日突文帯、体部への屈曲部分に載痕列、そして縄文部との区爵沈糠がある。口緩にぬ

ける羊醤状文の一端は口縁上のB突起中央に続いている o 456は体部下半の破片であるが、体

部にはX字状の磨り消し縄文が施され、その下端を沈線で区題しているo 445---455も体部に文

様が施される。 445= 448 s 455には部分的に羊歯状文が見られ、 4470450-----454には磨り消し縄

文が展開する。 457"-'463 0 483，.....，485は体部下半に沈線による区画線が施されるもおである。 483

，.._，485の底部は上げ底になっている。

466'"'"'473 a 487母 488は血形を呈するものである。 466舎 468"471のように口縁部が大きく外

傾するものと、 487"488のように口縁部が誼立するものがある O 後者の口縁部文様帯には、

487が末端のかみ合わない羊歯状文、 488が末端のかみ合う羊詣状文が施される O ともに体部か

らj底部まで磨り消し縄文による文禄が施されている。 477--481は台部の破片であり、 477---479

には載痕列が認められる口

490~505は壷形土器である O 上下を沈線で区画した口縁部文様帯内には麗り消し縄文により

X字状の文様が展開し、部分的に羊歯状文の刻み部分が組み込まれている。 506---529は注ロ土

器である。口縁部は511---513のように内傾するものと、 506""510のように線状に広がる部分が

取り付くものがある。日縁部および頚部には多段イとした羊詣:伏文や震り消し縄文が震諾する。

第V群土器(第45密530~561)

縄文時代晩期後半の土器を一括した。鉢形土器@壷形土器がある。給ことはIV群に近いものも

含まれるが、全体lこ細砂粒を含み、器表面のザラついたものが多い。

口縁部文様帯に平行沈線が施される530'""-'537の内、 535"""'5371こはA突起が付されている。

539'"'"'541は牽形土器である。体部には麓り指し縄文iこより538香 539に見られるような出録的な

文撞を措くものと、 540• 541に見られるような方形の区画を取るものがある。 544......，558は工字

文の施される土器である。 544a 547"'549 a 552 • 556は沈線の途切れる部分に小さな癌を張。

付けて工字文を作っている。 556"""558は壷形土器の破片であり、 556は口頚部、 557" 558は罵

部の破片であるo 559'-"'561は鉢形土器の底部付近に沈線を巡らした破片である O 体部上半の文

識は不明であるが、胎土に細かい砂粒を含み、若干ザラついた器面の状態からここに一括した。

第四群土器(第46図562'""-'第49図674)

縄文だけが施されたもの@無文土器@底部および時期を特定できない破片を一括した。多く

はN，-..，..VI群に伴うものと考えられる。深鉢形(鉢形)土器@台付土器@壷形土器などがある。

562，.._，630 .. 642'""-'644 • 663 • 665，.._，671は深鉢形ないしは鉢形を呈する土器である。 562，......575
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は口縁部であるが、 3個一組の刻みを施すものや、小波状を呈するものであり、 HT群に伴う可

能性が強い。 571，.....，580には沈静、が施されているo 578.. 579のように口綾部付近の内面が肥厚し、

断額三角形状になる点はV群の5310 533'こ懇似する。 582--587は口縁場部に刻みが施され、

588"'590には口唇上に縄文が施される O 前者は直線的に外傾する口頭部から屈曲して体部に続

く器形をなすものであり、後者は592を除き口縁部が緩く外傾するものである。器形@口縁端

部の特徴からV.VI群に伴う可能性がある。 631""'644は小型の土器であり、日縁部が外傾する

器形を呈する。縄文はLRであり、口縁部が無文のものが多いo 645"""657 • 664は壷形を呈す
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第 l節縄文時代及び弥生時代
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第 l節縄文時代及び弥生時代
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第 4章調査の記録

るものであり、 648，.....，657e 664の肩部破片では内面の整形が雑である。 660 661は鋪状の器形

を呈しているo 672は丸みを帯びた体部に台が付く。 673• 674は無文の台部である。 673~こ比べ

674は外に開く形である。 593""630の縄文だけが施された破片の中で、 618e 621のように条の

横走するものはSR03の299に共通する特徴であり、羽群に伴う可能性があるO このほか595"'-'

597のように縄文がLRのものが多く、また595--598@ 627，.....，630のように綾絡文の施されるも

のも多い点と、 606• 6261こ顕著な前段合撚LRがやや多く見られる点はvll群とした土器全般の

特畿である O

底部資料の内659"666には木葉痕、 658@ 662 " 665 " 667~こは網代痕が見られる。

(2 )土製品

ミニチュア土器密円盤状土製品がある。

ミニチュア土器(第49図675""_~678)

4点出土した。 675----677は小さな椀状のもので口径3.0---6.5crn、器高1.5--..-4.0crnで、ある。

づくねによるものと見られ、器内外に指頭状のへこみが残るo 678は壷形を呈するもので口縁

部の下端iこ沈線が施されている。

円盤状土製品(第49図679'"'-'684)

土器片の全}題、または一部を打ち欠いて整形したもので 6点出土した。

(3)石器

石鎮舎石鐙 e石匙 e箆状石器§不定影石器密室教状石器 e打製石斧争打製襟石器 e磐製石斧 e

凶石奇麗石 e 石躍がある。

(第50図S33，-._， S55)

23点出土した。基部を欠損する S33.. 34 .. 54を除き、出脚のもの (S35'"'-'S37)と有茎のも

のがある(S 38'" S 48)があるo S52の基部には着柄時のアスファ jレトが残っている。石震は

いずれ る。

(第50図S56，.._.第51図S66)

11点出土した。つまみ部を持つもの (S60'""-'S64)と全体の形が捧状を愛するもの (S56--

S5のがある G またS65 66は素材とする剥片の末端に錐部を作出しているものである。いず

れも石質は頁岩である。

若匙(第51図S67'"第53図S91)

25点出土した。縦型(S 67'"'-' S 71) と横型 (S72'"'-'S91)の 2種類がある O また、刃部は車

線的になるものが多いが、 S87'"'-'89は孤状を呈するo S26のつまみ部にはアスフアルトが付着

するO いずれも石費は頁岩であるO

箆状芯器(第53図S92'"'-'第55図S107)
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第 4章調査の記録
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第4章調査の記録
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第 4章調査の記録
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第 4章調査の記録

厚手の剥片に粗い二次加工を施して、全体の形状がいわゆるへラを景するように作出された

石器である。 17点出土した。二次加工は両面のもの (S95 • 96 • 98 • 105)、半両面のもの(

S 94 • 97 • 100 e 102，......，104 • 106 0 107)、片面のもの(S 92 " 93 " 99 • 101)がある。側面から

みた刃部の形状は片刃となるものが多い。

(第55図S108---第57図S136) 

石器の形状を明瞭に類型化で、きないものを一括した。このため従来スクレイパーとして扱わ

れているものを多く含んでいる。 69点のうち27点のみ図示した。ニ次加工によって刃部を作出

するものと、刃捜し状に二次加工を施し剥片の縁片を刃部とするものがある。尚S112は基きs

の南側縁に徴縮な剥離を絡し、基部;こは打面調整が認められ、ナイフ形石器の可能性が強い。

(第57図S137 "-'第58図S142)

器体全周に打欠あるいは殻打を施し、全体の形状を接形にし、先端に刃部を作出したもので

あるO 破片まで含めると10点出土した。石賀は片岩のものが多いが、 S137は頁岩であり、器

体中央から刃部にかけてトロトロの状態で光沢がある。

〈第58図S143" S 

S143は基部{射を欠損している。遺存部の局縁には両面から二次加工を施し、その先端に円

い刃部を作出している。 S144は器体中央部の南側縁に挟りを入れ、極端に刃部を作出してい

る。いずれも荷額には自然、面を蔑している。石質はS143が頁岩、 S144が凝灰岩であるO

(第59図S145 • S 146) 

亜角擦を素材とし、いずれも再認に自然揺を残している。 S145は南側縁の高麗と先端部む

片面に粗く二次加工を施したものであるo S 146は片側縁と先端部の両面に二次加工を施し刃

部を作出している O ともに石質は頁岩である。

(第59図S147 '"第60図S157)

破片まで含めると22)点出土した。大きさの点で、二つに分けられる。 S147'---S151は小型のも

のである。流紋岩を素材としているo S147の刃部は住用により剥落している。 S153.-...156 tま

は全面が研磨され、街頭形が抵ぼ隅丸方形を呈している。いずれも刃部を欠損している。 S

157はほぼ全面を研磨しているが、基端と片側縁の一部に整形時の鼓打痕を残している。 断面

形は楕円形を呈する O 刃部は若干潰れている。 S153--S 157の石質は安山岩であり、 S152は

両側縁と基端部に整形時の剥離痕を著しく残し、刃部から器体中央付近までの両面を研磨して

いるo f告に比べ薄身の素材を用いており、断面形は凸レンズ状を盟する。片面の刃部には科離

痕が認められる O 石質は凝灰岩である。

間右 e 藤石(第60図S158'""-'第63関S173)

29個出土したが、出石24個@問石兼磨石 1個 e磨石4個である O 石質は凝灰岩と安山岩が多

-90 
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第 4重量 調査の記銭
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露関璽 ゴニ遺物(25)

い。出石は殆どが表裏の 2屈に山部が認められるO またその間部は 1面に 2，..._， 3簡所認められ

るものが多い。 S158'""161には刻線が認められる。 S172e 173は磨石で、前者は両面、後者は

片面のみを磨面としている O

(第63図S174尋 S175) 

2点出土した。 S174は中央が島状iこ高くなった中高むものである。

S 175は偏平な擦を素材としたもので、片面が使用されている。石鷺

は謀反者である。

ある。二次的

な煤状炭化物が全体に付着して、明瞭ではないが使用面には僅かに朱が付着するO

(4 )右製品

石剣@有孔磯@ボタン状石製品がある。

高剣(第65図3176'""第66図3181)

破片が21点出土し、内 5点が接合した。石質は片岩のものが多く、節理面による破片が多い。
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S176は頭部付近と身が接合しないものの同 A怨体である。 S176

鼓打により、また後者は刻線によってくびれ部を作り出している。

〈第66図S182)

第 2節平安時代以降

l立、

した。表志の思イヒし

(第66図S183 

S 183 184の石質は安山岩である。 S183'こは表裏両面からの穿子しによる葉通子しが 2錨ある。

は別の穿子し震があり、貫通させるためにやり直したものであろう。表面には整形時の擦

痕が微かに認められる。 S184は話取しただけの状態である O

l あり、 gである。

2 

検出した遺構は、須恵器窯跡 l基@竪穴状遺構4基@土坑11基@焼土遺構 l基@薬石遺構 l

環状溝状遺構 l基 a 溝:伏遺構3条の計22遺構である。これらの遺構の内、 SQ30集石遺構

は調査区西側の斜面下方で立麗中に検出した。ほかの遺構はすべて端山上面で検出したもので

あるO 遺構内外からは須恵器@土締器 e砥石@鉄製品が出土してし Eる。

遺構の分布は弓調査区南部の斜面にSJ 40須恵器窯跡、調査区中央西側に SK131撃穴状遺

a SN28焼土遺構および土坑群、また調査区北東部にSK 1 58 " 59 " 80竪穴状遺構3革、む

3カ所に集中する。またSDll溝状遺構は調査区を縦断して構築されている。遺物の分布は遺

講の分布に対応し、調査区南部の斜面周辺および斜面下方では須恵器が多く出土した。ま

部器の出土は調査区中央西側にややまとまっているが、調査区北半では希薄である。

( 1 ) 

Sj特(第67 68" 69 70関)

調査区の南側斜面LN35---37 s L 037グリッドにかけ

範囲確認調査時点で存在が確認されておりミ

れた半地下式の窯跡である。

ょっ した。 り

炊き口の部分は謁査区南側沖積地を関回した際に間平されており、窯体の長さは不明である。

ただし、窯体の延長上にあたる LN35.36グリッド付近の接地に、歪みの著しい須恵器杯や饗

の破片が集中して出土した部分があり、その部分をこの窯に伴う灰原と判断した。縄文時代の

竪穴状遺構を切って作られている。

選存する部分は、窯体中央かち窯尻の部分で、長さ1.2担、幅は窯体中央で0.5mを測る。中

軸線の方向はN-280 -w。窯蔵部の傾斜は、窯体中央で100
前後であるが、 は200

と
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調査の記録
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きつくなる。煙出し部分は遺存しな~'0 S K 1 12と切り う部分では黒色土を底面として

おり、断面観察ではその周殴が鈍く赤変している。窯体中央部での断面形はU字状を呈する。

灰原と判断したLN36グリッドの!日地形は、中央から南僻が落ち込んで、いる O 遺物は主に10層

とした黒褐色の砂質土中から出土したもので、 2.0x1.3m程の範囲に広がっていた。

窯体内からは崩落した窯壁の一部と64片の遺物が出土し、灰原からはコンテナ 2箱分の遺物
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720 

B : 8.5 
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第 4章調査の記録

第68図685""""690は蓋である。 685の端部は路面し内領するが、その形は了寧lこ薬えられてい

る。 687.. 688の上半の整形はケズリであるo 691 692は高台付杯である。わづ、かに外に開く高

台部分の接地部は、内側が若干上がっている。 693""725は杯である。図示し得た31個体の法量

の平均l立、口窪13.4c窓、底径8.1c盤、器高3.3cm。底部の切り離しはヘラ揺りむもむが圧倒的に

いが、糸切りのもの (703 724 725)もあるO 器形は、口径 e底筏の差が小さく全体に

るもの (693.. 694)、底部から丸みを搭びて立ち上がり口縁部が外領するもの (703)

など特設的なものもあるが、持者の中詩的なものが多い。なお窃り

られるものはない。また、 695窃 696 698.. 718 

702 e 705 G 708 711" 716 72い 722は、焼成は良好である

蛮と722の内面底部には火だすきが残る。第70溜726--740は警である。破片

し後の謁整が甥擦に認め

る生焼け状のも Cで島今、

内

も
の

た
一
山
し

?

土
ι
出

3
〈
、

ののミ穫元されたものは 1点であり、全体の器形は不明なものが多い。 726は口頚部の破片で

ある。 727--739は庸部および体部の薮片である。内外面の EJが顕著で、あり、!Jpの後の掻き呂

が観察されるものも多い。 740は長編の護である。体部下半から底部を欠く。{本部上半には掻

き呂が施され、その下方にはケズりが見られる。また体部上半の撞き呂む下には部分的に印自

の観察される所がd5る。 739は器奮の議き自の状態、 737"736は器厚の点で長腐の警の破片の

可能性がある。また、 735 712 

部である。

遺構の時議は、

る生焼け状のものである。 515は長頚壷の

し ヘラで切り離しのものが多い点、 e底径の差が比較的小さ

い点から 9世紀前半と考えられる。

(2) 

平面形が方形を重し、床面にしっかりとしたピットが穿たれているが、寵が付設されていな

いことから竪穴住居跡と区別い竪穴状遺構とした。 4基検出したが、 3基は調査区北東部分

に集中している。

S K 131 (第71空 72図〉

調査区中央西側のLR L S42 s 43グリッド る。地山上匿の精査によって検出した。

竪穴の平面影は一辺2.3m前後の路方形を呈する。床面積は4.5nf。掘り方が地山口一ム麗下の

砂磯層まで達する部分があり、床踏の一部では砂磯層が露出している。床はほぼ平坦で、ある。

南北の壁際に各2伺 (P1'"'-' P4)、東西の壁際に各 l個 (P5D P6)の計6個のピットを検出

したが、西側のピットは竪穴の外にある。 P3'"P6は各辺のほぼ中央に、またPい P2はそれ

ぞれ北東@南東のコーナー付近に設けられているO ピットの平面形は60x 20cmの楕円形を呈す

るP4をのぞき、ほぼ径20cm前後の丹形を呈する O また床面からの深さは60cm前後になる P5を

のぞき、 20，.....，30cm前後で、ある O 急傾斜で立ち上がる援は東側ほど高く、斜面下方の西側では低
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くなっており、壁高10，....，40 cmを測る。覆土は 1""6層iこ分けられるが、自然堆積である。

遺物は覆土上部から少量出土した。縄文土器と土師器がある。出土状態から、いずれも遺構

埋没過程での流れ込みと考えられる。第72図742--745は縄文土器で、 742o 743はIV群、 744e 7 

45は四群に相当するo 747. 748は土師器杯の底部である O ともに切り離しは糸切りである O

749........751は高台付杯の破片である。 749の底部には、高台を付けた際の整形痕が明瞭であるO

750 e 751の台部はいずれも外に開く形を呈する。 752e 753は撃の体部破片である O ケズリの方
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向は下から上に向かう。 753の内面にはハケ状工具による整形痕が顕著であるo

S K 158 (第73図)

調査区北東のLQ母 LR51グリッドに位置する O 現地形でも僅かに段をなしていた部分であ

るが、遺構は地山上面で確認した。北西部分のプランが不明瞭であるが、南西のコーナーが確

認されていることから全体を推定した。平面形は2.8m前後のff岳方形を呈するものと考えられ

る。推定床面積は7.1:r:rlである O 床はほぼ平坦である。東壁の中央および南東@北東の階、そ

して北壁の中央東寄りに計4倍のピットを検出した。ピットの平面形は径2ucm前後の円形で、

深さは30""'4ucmを測る O 南壁@北壁はともに急傾斜で立ち上がるが、東援は外傾して直線的に

ち上がる。覆土2麗は地山ブロックである。

遺構内から造物詰出土しなかっ

S K 159 (第72..74図)

S K 158の酉側に隣接する、 LR • L S51グリッドに検出した。伯の遺構と同様に地山上部

での検出であるO 平面形は一辺2.5m前後の略方形であるが、南東部分がやや崩れた形でプラ

ンを確認した。床面積は5.0rrfである。床は平坦で、、非常に堅く踏み締められていた。ピット

は7個検出した。竪穴内の四隅に、方形に配置される P1""'P4が主柱穴であるo P1.P2は壁

際にあるが、 P3.P4は若干中央に寄っている。
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さは2u，.....，30cmをiJiiJる。他に芭壁の中央、 P3窃 P4間のややP4寄り、 Plむ東f1mに計3掘のピッ

トがある。平面形は径20c磁前後の月形で、深さはおcm程である。主柱穴に比較して一回り小さ

い。壁は全体にタト{壊して護やかに立ち上がる。壁高は30---40cmを溜る。覆土は 7躍に分けられ

遺構中央部には床面からマウンド状に 4'-"'7層が堆積している。これは地山に由来する土

であり、明らかに人為的な埋土である O 周囲の遺構を掘った時の排土を捨てた可能性がある。

遺物は覆土中から縄文土器のIV群土器片(第72関746)が 1点出土しただけである O

S K 180 (第75殴〉

S K 1 58の北側、 LQ52 53グリッドに位置する。遺構は調査区外である東側に延びている。

地山上面で確認したものであるO 地山上国はこの付近で北側及び西側に緩く傾斜しているO こ
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のため地山を掘り込んでいない北側@西側の遺構平面プランはつかめなかった。第75図には調

査部分の推定プランを示した。 SK 1 31 • 58 • 59では壁際にピットが検出されていることを考

慮して、北側に僅かに確認された擦をもとに推定したものである O 調査部分の推定プラン床面

積は7.0rrfであるO 床面はほぼ平坦であるが、やや柔らかしiO 5個検出したピットの平面形は
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SKI80 

径20cm前後の円形で、深さ20---40cm前後であるO 東側の壁は緩やかに立ち上がり外傾するO

は40cmである。また僅かに検出された北壁の壁高は10cm弱である O 覆土は 1，-....， 3層に分けら

れるが、自然堆讃と見られるO 遺構内から遺物は出土しなかった。

109 



第4重言 語査の記録

(3) 

規模@形態など様々なものがある。遺構分布の点で、 SK17 19 20 e 29 " 33 • 90が調査区

中央部に集中することが指摘できる。幾つかの共通する特徴を指摘できるものもあるが、以下

では遺構番号般に記述する。

S K13 (第76e 77図)

LP37グリッドに検出した。平面形は2.2x 1.6田の路方形をまし、深さ50cmで、ある。長軸方

位はN-820 
- E。底詣i立地山砂諜層中にあるが、ほぽ平塩である。 北部の壁は角度をもって

立ち上がるが、斜面下方に向かう南側の蜜は非常になだらかに関口部に続く。土坑の断面形は

逆台形状を呈する O 覆土は 7層に分けられる。砂磯麗を掘り込んだ遺構であるため、

は石が多く混入している。

造物は須恵器の破片が少量出土した。第77額754は叢である。上半の整形はケズリによる。

755 " 756は警の服部破片である O ともに叩の後、ハケ状工具で整形されている。

SK17 (第76揚 77図〉

LR44グリッドで検出した。平面形は80x70cmの楕円形を呈し、深さ10cm弱である。長軸方

位N-40
0 -wであるO 覆土は 4層に分けられる。 1麗とした焼土は坑上面の北側に広がる。

出土状況に示す焼土付近からの出土遺物はほとんどが土師器の小破片である O 接合する遺物が

少なく、 4点を図示した。

第77図757は琢の破片である。口縁部が強く外傾しているo 7588 759はま不の底部。 759の内面

底部はすり鉢状にくぼんでいるo 760は高台付杯の高台部分である O

S K19 (第76"77図)

LR45グリッドに位霞し、 SK29 e 33の間にある。平面形は60x50cmの構内形で深さ45cm程

である。長軸方位はN-600 
- E。底面はやや小さく平坦である。援は角度をもって立ち上がっ

ており、断面影，がU字状を呈する。覆土の 5麗は地山ブロックである。覆土中から出土した少

量の遺物の内 l点を図示した。

第77図761は土師器杯の底部である。回転糸切り痕を止め、内面底部はくぼめられている 0

SK20 (第76e 77図〉

LQ44グリッドで検出した。 SK17の南東 2mにあたる。平面形は50x50cmの不整な方形を

呈し、深さ25cmである。長軸方位はN-400 E。底面は丸みを帯び、壁は緩く立ち上がる。

SK17に類似し、覆土上部に焼土が広がる O 覆土中には全体に炭化物が多い。遺物は土師器の

細片が多く、 2点を図示した。

第77図762は口縁部破片であるが、歪んだ破片であり器形は不明である。二次加熱による器

商の摩滅が著しい。 763は杯の底部である。回転糸切り痕をもっO 内面属部中央がくぼめられ

-110 -
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S!くi35 

A 
r1.. 

S K135 
1 黒褐色土(lO"''{R;/z) 

m 

53長27@35

Stく27(第78-"81函)

LT MA47グリッドに位置する。五層精査中iこ上部配石を検出したの配石は、大きなもの

で径~35cm程度、小さなもので拳大の円磯46簡を用いたものである。東制および北部にやや大き

めの磯を組んだ部分があり、それぞれほぼ円形に組み上げられている O 磯は 2カ所の組み石部

分の南側にも検出され、全体としては径1.2m前後の円形に広がる O 北側組み五の南側には土

締器翠の体部が 2{居正立の状態に埋設されていた。また同一レベルには、淡黄色~灰白色を呈

する火山灰が検出された。火山灰は小さく 4個のブロック状にまとまっており、遺構内に人為
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ちょがる O

L 下部土坑中から

第2節平安時代以降

に、地山面を藷査して土坑の平語

る。地山上面からの深さは10

炭化物が混入する。

しなかった。第79図775--第

的 られたものと られる。これ

80図797は土締器の;停である。底部切り離しはすべて回転糸切りである。体部が丸みを帯びて

C認、

。
る

るものが多い。口径の平均13.2c盤、底径の平均ι2

ある。 7宮古---803 815~~817t主義である。

れツカ州上
半

h
J立

803'立小型むものである。体部中央の 2カ所に、

け船状のものであり、ちょうど反対織に

よる模様が措かれている。一方拡rI!fL掛

るものがある。 80Uこも模禄が描かれ

ている。 803は底部であるが非ロクロ成形後に、ロクロ整形され、更に前りが施されている。

これらの土師器のほかに縄文土器N群が 2片、 vlI群が 1片、須恵器護の肩部破片 1片が出土し

ている。ま には S136-~ S 190の石器が含まれていた。

三区2告

LR45グリッド、 SK19の東関にある。また西側に SN28焼土遺構が接する。 SN28焼土遺

と若子重なるが、本選権が古い。平顕彰は60x40cmの靖円形を呈し、深さ35cmで、ある。

方位はN-420 
- E。底思は小さく径20cmの円形で、ある。壁は角度を持って立ち上がるが、途

中に設を完工、その後関口き!日こ援く続く o 4層iこ分けられる覆土の内三 4層は柱癌跡と考え与

れる。覆土中から土師器の破片少量と砥石 l点が出土した。

第77図764は土師器蜜の{本部破片であるo

c抵石は 4題捷局されている。

本遺構は覆土の状態から柱穴と考えられるG

~く 33 (第76 77図〉

LR45会話グリッドに泣置し、 SK19の西側にある。平面形は90x70cmの楕円形を去し、

さは15c盤と浅い。長結方位はN 130 
- Eであるc 底面は中央が援くくぼむ。

ケズリの方向は下からょに向かう。 S185

ち上がる。出土遺物は少ない。

第77歯765は土師器の底部であり、回転糸切り痕を持つo 766は小型の奮の口縁部破片である。

されているが、口クロ自も観察されるo 767は翠の庇部である。

S K35 (第78図)

L T .， MA48 49グリッドに位置するO 平面形は2.0x 1.5mの略方形を呈する。 深さは10'"'"'

20cmと浅い。長軸方向はほぼ北である。誌面は柔らかく若干の凹凸が見られる。盛は急角度に

立ち上がっている。覆土は窯褐急を盟し、地山粒の滋入する 1層である O 平面形および遺構上

部の特徴は異なるが、大きさ@深さの点では SK27に共通する。
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SK63.85.90 第82霞

遺構内から遺物は出土していないc

53iく63(第四函)

L R • L S52グリッドに検出した。調査区北東部の竪穴状違構が集中する部分に位置する。

はピットが多く検出されている。1.4>< 0.8訟の方形を呈し、深さ25cmを測る。長率由方位

-Eである。全体の掘り方はしっかりとしている口底面は堅く凹凸が著しい。壁は110 
はN

角度を持って立ち上がる。

り方の状態と遺構の分布を考議して平安時代以降のら遺物は出土していないが、

ものと判断したc

S K85 (第77~ 82図〉

MA55グリッドで検出した。埋没した沢の対岸で検出した数少ない遺構の内の一つである。

の地山は岳、磯の混じさは1.5mと深い。1mほどである。平面形はほぼ円形を呈し、

はしっかりとしている G 底面付近では東側からの伏流水が流る非常に堅い土であるが、掘り

このため、土層観察面が崩れ土層図の作成ができなかった。土坑の断面形は均れ込んでいる。

は黒色土が主体であり、混入物は少なかった。造物は覆土上整のとれた円筒形を呈するO

られる。部から第77図768が出土しただけであるO 遺物は遺構埋没過程での流れ込みと

768は縄文土器であり、文様からIV群に相当するO

oo 
--よ



るよ毒物に恵まれなし 掘り方の特徴を考癒して一応平安時代以降のも

第 2節平安時代以降

のとした0

5 氏関(第77~ 82図)

L P " LQ45グリッドに位置する。西側はSDllに切られているO 遺存する部分から平面形

を推定すると、1.0XO.7出題度の楕円形を呈したものと考えられる。深さは30cmである。長軸

方{立はN-500 -w。底面は平坦で壁が急傾斜で立ち上がり直線的に関口部に続く。このため

街頭形は逆台形を去する O 覆土は 4層に分けられ、 3 舎 4麗iこ，炭化物が混入する。覆土中から

した遺物はいずれも土部器である。

第77図769は内外共に黒色処理されているo 772は小型の拝である。器形は、回転糸切り

止める底部から謹かに外傾して立ち上がり、直線的に口器部に続く。 771も底部であるが、や

や底径が大きく器形は不明である。 773.. 774は小型の警の体部破片であり、同一個体のもので

あろう。破片の断面形からは体部が強く丸みを帯びることが分かるが、全体の器形は不明であ

る。

(4) 

A : 15.4 

C : (3.9) 
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A : 15.7 
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SQ30 

11111 

A- 1I=51.3m-Bえぷ

5く;}30

第85臨

120 

SN28 (第76"83霞〉

LR48グリッドで検出したものでち

に隣接する SK29より新しい。また、

鰯はSDllに切られている。残存する部

明赤鴇色焼土が40>< 50cm翠度の稽

円形lこ広がっている。焼土の}享さ比10cm

ある。撮り方は持わない。境土上

および;壊土中から土部器が出土している。

第出額818宰信号は口縁部が醤かに外{壊

する坪である。また、 820は内外両面を

した坪の破片である o 821の器

形はわからないものの、器表面iこ刻線が

られる。 822~825 827 828は翠の援

片である。 824の口端直下には鍔状に張

り出す部分がある。 827~ 828の前りの方

831 



第 2部平安時代以障

と考えられる。 S192は

されるが、

向は下からよに向かう。 826は体部の立ち上がり呉合か

る不定形石器である。鶴緩から先端にかけ

に主要剥離密を残している。

(5) 

5 (第84 85図〉

調査区西測の斜面下方、 MA44グリッド北東隣に泣覆する。立層中に検出した遺構である。

5 ，..._， 10cm前後の内藤を集めたもので、集中する部分は径60c怒語の円形を呈する。こ

分む北鰯iこも間諜の擦の集中箆所があり、また東部に散荘する穣まで含めると、全体として窪

1.5m程の円形を呈するc 石は斜面上方の地山中iこ出来するものと考えられる。

集石中に混在した遺物には縄文土器璃群の土器(第85図829e 830) と須恵器護の体部破片(

831)、図示できなかったが土部器把手付土器の把手部分がある。また、薬石中に 2点の凹石

が含まれていた CS193e 194)。

くさ〉

5 D71 (第86e 87密〉

調査区南東部のL038"-~40 " L P39 G 40グリッドにかけて検出した。全体として路方形を呈

するものと想定されるが、南西側では途切れており、また南東部分は確認できなかった。他の

との議謹関揺詰 SK52" 72考 83" 87---'89より新しく、 SDllより吉い。上ffii騒30--50cmミ

底面i福20'-_，40cm、深さ10......，15cmで、ある O

覆土中から出土した遺物は縄文土器理群の土器 3片〈第87函832.--834)、麗製斧上点、須

2点 (835" 83のである。須憲器には高台付拝と訴がある。 836の接地音sは内鎚が上がっ

ているo 835は灰褐色を呈する生焼け状のものである O

( 7 ) 

5011 (第 7翁 88--鈎歯〉

L038グリッドから調査区北部のMA57グリッドにかけて、認査区を縦断す

る形で検出した。 SN28 s S D71 " S K86 s 90 s 94と切り合うが、本遺構が一番新しい。遺構

はさらに北側に延びている。ーと面i扇1.0m前後、基底幅0.6m前後、深さ40--50cmで、ある。長職

方位はN-200 W。平坦な誌面から角度をもって立ち上がり、断面形は逆台形状を呈する。

覆土は所々に地山に自来するブロック状の黄褐色土が浪人するが、全体的には黒褐色を呈するO

覆土中からは縄文土器、須恵器、土師器、各種の石器など多くの遺物が出土したが、いずれ

も遺構埋没過程で流入したものと考えられる。遺物の出土状況は、縄文時代の土坑集中部分の

西側では縄文時代の土器@石器が多く、平安時代の土坑が集中する中央部分では土師器が出土

し、北半では少なかった。
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S D71 

SD71 

出土遺物は破片が多く、器形が推定できるものは少なし'0第88図838，...._869は縄文土器である。

838は口縁部下に沈線で縦位の楕円形区画をとるもの、 839" 840は沈線が垂下するものである O

841 ---853は鉢形土器の破片である。 845の口縁は羊菌状の小波状を呈し、その下に載痕列が施さ

れている。 842• 843は口縁部文様帯に羊詣状文がみられるo 854，.....，859は注口土器の破片で、入

つ山つ山



第2節平安時代以降

834 

A : 13.6 

B : 7事4

C : 3.3 

S 195 

。 iOcm 

第87菌遺構内出土遺物(30)

り組み文や羊歯状文が施される。また861" 862には工字文がある。 863---869は紐裂の土器でる

る。 868tま口縁部が強く j屈曲している。 869は底部から体部への角度が小さく盤状の器形であるO

内面の整形も良好である。以上む土器は838，......，840が立群、 841--860がrv群、 861最 862がV群、

863"-869がVll群に穏当する。 870---873は護憲器である。 870は高台部分の被片である。 内面に

掻き日が著しい。 871'""873はいずれも饗の破片であるo 872が灰自色を呈する O 第89図874，....，

885は土師器杯であるo 874.....，877が口縁部破}午、 878，.....，885は底部である。 886は高台付j不の高台

部分である。 887----890は撃の破片であるo 889は口議部が外{壊し、口端の断話形は丸みを菩び

る。腕部には撞き呂が顕著である。 887の口縁端部は屈曲して、撞かに立ちょがる。破片の

ささから見て、小型のものであろう。石器では石鑑4点、石匙 1点、不定形石器11点、鍬状石

1点、白石10点が出士した。

s (第91図)

調査区南部のL036グリッドで検出した。遺講の東側は関田時に削平されたものと見られる。

残存長2.2m、上面i福60cm、底面椙40cm、深さ15cm程で、ある。長軸方位はN 530 
- E 。底面

は平坦で、あるが北東から南西に傾斜する。遺構内から遺物は出土していない。

5D73 (第87"91図)

調査区の南部、 LN39グリッドに検出した。斜面に霞交する形であり、 SJ 40との関係も想
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第 2節平安時代以降

'~ ~9 ~一左記。
ijfijo) ぷ謀長JJvl:48 

¥に土三三:
B : 3.3 

C : (2.1) 

890 

o 10cm 

される。遺構北半は擾乱を受けている。残存長2β也、上面i揺80c虫、誌面幅50師、深さ 15cm

でるる。長離はほぽ南北方向をさす。斜認に位置するため、底面はjとからF誌に額斜している。

を害び、断面影がむ字状を呈する。

覆土中から出土した違物は第91図837の須恵器奮の体部破片 1点である。

2 

遺物には須恵器母土師器@砥石@鉄製品がある。 コンテナで20箱程である。

( 1 )議恵器(第92図891""第95悶986)

主に調査区南部の斜面下方で出土した。コンテナで13箱程ある。蓋 6 高台付杯腸杯

がある。遺物はすべてが破片であるが、蓋@高台付杯@主不については反転復原により図示した。

891，..__，901は葦である。全体の形が分かるものは894だけである。全体に器高は低し、。 8940 

125 
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灰支褐色砂質二tニ(10Y

灰裁褐色砂利界llOY
1 黒褐色ニiニ(10YR%) 

嬰 SD43.73

898" 899のよ字詰問り整形されているo 902_._918は高台付詞くである。全{本の器形が分かるのは

902 c 903の2点、である。坪部の切り離しには905= 907の糸切りもあるが906のようなヘラ切り

によるものが多い。高台部の高さは平均1.8cmと低い。郡部との接合は若干接地部側に広がる

ものが多い。また、断面形で接地部の内側がやや上がる特散を訴すo 919'"'"'941は誌である。

吉s切り離しは929"-940の糸切りのもむもあるが、全体に誌ヘラ切りによるものが多い。

器形としては底部からやや角度をもって立ち上がり直線的に口縁部に達するものが多いo 931 

は底径が小さく、件部も丸みをもって立ち上がる点で、{告とやや異なっている。 241は口縁端

部の形状と器厚から時の破片と考えられる破片であるが、口縁部がやや題曲している。悦2は

き土器の把子部分である。器面は削り整形されている。 943""""948は壷である。 943は器

躍がやや厚いものの、長頚壷の頚部破片であろう。 944は広口のものである。 949'"'-'954は壷

護類の底部であるO 内面に掻き自が著しい。いずれも平底を呈する。 949 951は台が付くもの

であるo 954の内面底部には糸切り痕が認められるo 955'""986は護の破片である。いずれも

体の器形は不明であるO ロ縁部破片の断面形状@器厚などの点から大護 (955'"'-'965) ・饗 (96
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MA43 

B : 5.2 

C : (3) 

996 
L Tfll 

B : 4.0 
C : (2 

997 

LR44 

B : ti.3 

C : (2幽5)

1003 

LT44 

B : 4.9 

C : (2.8) 
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6"-'973) .長腕護 (974)がある o 974~986 は肩部から体部の破片であり、内外面にI1lJEI 

めている。尚、 954G 965 e 973は生焼け状で灰褐色を景し、 909 920 927 941 984 986は

焼成良好であるが灰白色を呈する。

( 2 )土師器(第96.97図〉

ら出土した。コンテナで 7箱程であるが、殆どが紹片である。

均¥ 阻 る。
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ある。 、しま

比
志
向‘り りによる。や

るものはなく、

る。 987争 988" 992 @ 1004は内面が、また988" いて

る

ある。底径の平均

992は内外由席が黒色処理されている。このうち992の器罰は丹念に削られているo 990 e 991は

高台部である。 989の器形は不明であるが、 SK27の800• 801-.. S N28の821と同様に刻線が認

められる。 1006は体部が底部と lまぼ平行に続く盟状の器形を呈する。 1007は茸血の破片でd5る。
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日
一
で

ある口 1008~1011

ものである。 1013;; 1029も

あるが、

ってお与、

る。口縁部破片の内1019

三うるo 1014 Vi 
ノ

ザ令

1023 • 1024の内面は黒急処理されている。

〈む翠芸(第97密S217)

ι5 している。全体によく J箆L れており"a:Jレン / . .."，_こ

んだ面もある。

〈ヰ〉鉄製品(第97図S218

2 }主出土したが、共に万子の破片である。
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第 l節放射性炭素年代測定

民一
V

l節放射性炭素年代測定

学習院大学放射性農素年代測定結果報告書

1988年12月228受領致しました試料について年代測定の結果を下記のとおり します。

なお年代穂の算出には14Cの半減惑としてLIBBYの半減期5570年を使用しています。ま

た付記した誤差は×線、の計数鑓C諜準嬬差×にもとずいて算出した年数で、標準偏差 CONE

S 1 GMA)に梧当する年代です。また試料の X線計数率と自然、計数率の差が 2x以下のと

きは、 3xに棺5きする年代を下限の年代値 CB.P.)として表示しであります。また試料の×

線計数率と現在の標準炭素 CMODERN STANDARD CARBON)についての計

とむ差が 2xJ2CFむときには、I'vlodernと表不し、 x14C%を付記してあります。

Code No. 試料

G a k -14184 Charcoal from 上諸商遺跡

No穆 l 8KIO-SR03 

G a k -14185 Soil from 上猪岡遺跡

No.2 8KIO-SK22 

G a k -14186 Soil from 上猪関連跡

NO.3 8KIO-SK86 

LZ3 J 

年代(1950年よりの年数)

2 290士100

340 B. 

268 0土 80 

7 3 0 B. C. 

3 0 1 0土 110

1 0 6 0 B. C. 

む喜舎に

上猪間遺跡は、東北横断自動車道建設にともなって発揮調査が行われた遺跡で、秋田県横手

市諮問字猪筒245他に所在する。地形的には横手盆地の南部の沖護地に位置する。周辺は現在

水田地帯となっているO

今回の調査は、諮査区内で採取された試料について花粉分析を行い、試料中 れている

花粉働組子化石を抽出し、その種類や震を調べることによって堆積当時の屑辺の植生に関する

検討を行うことを目的とした。
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第 5章 自然科学的分析

護部覇 と

2 

花粉分析試料は、 LPライントレンチ (LP36)の断諮から採取された 5点 (N00 1 .-.， 5 ) 

である〈第111額)0 v層は平安時代遺物包含層とされ、理層からは縄文土器片が検出されて

いる。

3-1 方法

試料から花粉 e胞子化石を分離 a護集する方詮は次むとおりである G

フッ化水素処理 (48%HF)→重液分離 (ZnBr2"比重2.2)→籍別 (250μ の簸〉→ア

セトリシス処理→KO笠処理のjl援に物理毒化学処理を行う。処理後の残壌をグリセリン

しプレパラートを作成する。光学顕微鏡下でプレパラート全面を観察し、議類 (Ta x a)の

再定書計数を行う。

結果iL一覧表と花粉化石群集変遷留で示した。出現率は、各樹木花粉総数、車京京特 s シ

ダ類胞子が総花粉@紹子数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数とした百分率で算出した。

なお、護数の種類をハイフォンで結んだものは、謹類誌の区別が明確でないものである。

3-2 結果

花粉紹子化石は、全試料で良好に検出されたく表 1)。花粉化石詳集は、各試料で多少、

なった群集組成を示した(図2)。

5 (理}麗)の花粉化石群集は、針葉樹のスギ属 a マツ震と落葉広葉樹のコナラ

の20%蔀後高率出現lこより特徴づけられる。この他lこブナ震 eハンノキ震といった落葉広葉樹

の覆類を伴う。草本花粉は種類が多く、イネ科@ヨモギ}議が高率に出現した。また、構成比で

草本花粉@シダ類胞子が高率に占めるというのも特徴の一つである。

試料番号 4 (VI麗)では、試料番号5にほぼ類似するものの、マツ属が抵率になり、ブナ属

が増加し、コナラ亜属@スギ属とほぼ同率の高率出現するという点で異なる。草本花粉の産状

もほぼ類似する O 本試料で検出されたキク亜科は塊状で出現する特徴を示した。

po 
q
J
 

司

1
ム



第2節花粉分析

第3表上1者間遺跡し P36花粉分析結果

穫 ;.~CTaxa) 試科委主ラ

樹

東慶属 1 
21 275 10 6 37 

2 
35 18 11 52 44 
1 1 3 3 
3 1 5 2 

アサゲ箆 呂 5 4 5 
3 2 2 
2 3 

4.2 20 19 19 18 
25 5 34 41 11 
36 22 55 45 47 
1 ー 2 2 
5 ・，まa 2 

キク属ノキ，寝
3 2 3 

1 
曲岡山由自由時向田岡岬田叫即早町田町四四日』由時四 h園出』白山由】白血ー白血】『歯固『時間田町四時時一一一一一回一一一

2 1 
うz臼 3 

387 53 281 100 193 
号 1 25 10 27 

1 
1 

1 
2 
2 
3 
1 
4 3 17 

18 2 17 12 1 
百 1 1 

l 
44 4.1 7 14 
1 l 3 品

97 84 100 
5 5 32 
8 10 5 2 

四時四時時四時四由自由ーーーーーー回田町田町田間四四時四四由回戸『岡田甲南戸田四時間間』自由』甲山時間四 F 同時四』

不明花粉 5 日 5 ? 
同町一』ーー---ー一一ー一一一--甲山市叩申叩--古同時司市町吋由一一甲叩岡田明間間四世田曲目時岡山田時四四時山

シゼ他ダのン類マシダイ胞属類胞子子 1 1 3 
15 97 5 132 

194 351 148 189 183 
589 105 453 273 4.33 

5 6 5 7 。
16 6 98 5 135 

804 468 704 474 751 
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第 2節 花扮分析

3 層)では、試料番号 5.， 4で高率であったスギ属が低率になり、コナラ亜属

がやや増加するO その他の群集結成は試料番号4にほぼ類似するO 草本花粉では、イネ科が増

加し、ヨモギ属がやや減少する O

2 (IV層〉では、花粉化石群集が大きく変化し、マツ震が70%以上の高率出現をす

ることに特徴づけられる。試料番号 5"-'3を特徴づけていた落葉広葉樹の撞類は減少する。ま

g シダ議鶴子が占める比率は{塁率になる。

試料番号 1 では、 きく変化する。スギ属 eハン/ @ブナj高密

ナラ豆j霞が15%前後の出環率を宗すことに特撮づけられる。高率であったマツ属l訂正率にな

る。講成比もまた草本花粉が高率を占めるようになる。草本花粉ではイネ科が高率に出現する。

入車植j識とされるオオバコ震をともなう。

3 3 

秋田県内の{民地における花粉化石群集は、コナラ亜属一プナ属(下限不明、上限は約2，700

ないし2pむ00年前〉三スギ属ーブナ羅ーコナラ蓋属二寵約1，000年前入マツ}議蓄の 3議議花

粉帯にs分されているく辻，。今回の悪~理震で認められた花粉化石群集は、傾向のみ

についてみれば、{草地の土産議花粉帯のスギ属一ブナ震ーコナラ軍属幕より上位の地域花粉帯iこ

比較される可能性がある。これについては、今後年代学的な検討を行うことにより明らかにさ

れるで三うろう。

題辺iこナラ類 e プナ類を主とする落葉広葉樹林が成立していたもむと

される。また、そり森林にはスギも多少は成育していたことが推定される。辻(1981)は、低

と山地の花粉分析の比較から、スギの増加が主に{丘地一帯で起こったことであることを指摘

している(辻ラ 1981)。今回の結果はミそのようなスギの増加が吉本調査区が位置する横手盆

識でも起こったことを示唆し、秋田県内におけるスギの分布拡大を考えるう

もある。また、調査監の近くには、ミズアオイ震穆ホシタサ農号サジオモダカ

したであろう G さおも謡木花訟に比較し

ることから、調査区麗辺は空間的に開けていた可能性があり、ナラ類などの森林は後背の山地

に成立していたものかもしれない。なお、 VJ謹のスギの滅少は、

ることから人類のヰ業活動とも荷らかの関係を有することが示唆される。

におけるマツ属の急増l立、コナラ主主属 e ブナ属といった周辺の森林を構成してい

の衰退に呼応しており、アリノトウグサ属@キキョウ属と言った人類との関係が示唆される種

類の増加あるいは出現と一致している O このことを考慮すると、ここでのマツ属の増加が、人

よる周辺のナラ類などの森林の破壊にともなって二次林としてマツ類が分布

拡大したことを反映している可能性があるG ただ、本麗では磯を交えた砂サ蓄に層相変化してい

ハ叶，
L円。



第 5章 自然科学的分析

ることから、周辺地域の土壌状態が不安定になった可能性もあり、そのような地形の変化にと

もなって適応性の強いマツ類が増加したのかもしれない。

亜震では、再びV層のような群集組成を示すようになる O このような変化の原因が何である

かは不明であるO ただ、オオバコ属といった人里植物が検出されることから、周辺の植生には

多少なりとも人類の干渉が及んでいた可能性があるO

調査を行った堆護層については堆覆環境や年代学的な設討拡充分ではなく、

討が鶏待される。古様生についても改めて再検討すべきであろう。

引用文献

辻 誠一郎 (1981)秋田県の低地における完新世後半の花粉若手集 東北地理33司 2P.81-87 

3節鉱物分析及び屈折率測定

i三じめに

上諸問遺跡l立、東北横断自動車道建設にともなって発掘調査が行われた遺跡で、秋田県議手

市猪両字猪岡245他に所在する。地形的には横手盆地の南部の沖積地に位置する。周辺は現在

水岳地幕となっている。

鉱物分析及び題折率誕定は、上議時遺跡内の棲議的土壌断語の分析を行うことにより、すで

に堆積年代が明かにされている示標(しひょう)テフラ層を検出し、断面中に時間識を設定す

ることにある。

2 

鉱物分析及び題折率認定試料誌、 LPライントレンチ (L の断詣か与採寂された14点

o 1 である(関 3)。その内、宗諜テフうが換出さ

っfこG Sと号で" 8 ガラスについて、さはjくUJガラスむ

みについて計3回認定した。

なお、花粉分析試料接取地点のj麗序の対芯関係は、添付資料から不明であっ

3-1 

分析は次の手I1慎で行った。

( 1 )資料60gを秤量。

(2)趨苦波洗浄と分析簡 (1/16rnm)による簡別を繰り返し、泥分を除去。

(3) 800 Cで恒温乾燥。

(4) 1/4-1/8mmの分析儲により簡別。
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第 3節鉱物分析及び屈折率iM定

53.0001自

1 J曹

ITJ曹

i
「

百屠

52~500毘

第100歯 上諸問遺跡 しP440)土層新語と分析資料の麗佳

(5)テトラブロモヱタン〈比重2.96)により、比重分離。

(6)重鉱物、軽鉱物それぞれについて250粒を偏光顕微鏡下で向定い重鉱物組成、軽鉱

物組成を明らかにする O

(7 )求められたテアラの降下層準について、火山ガラスまたは斜方輝石を対象に、新井(1

972)の方法に従い屈折率む測定。

3 2 分軒結果

重鉱物結成

重鉱物組成ダイヤグラムを区14に、その内訳を表 2~こ示した。斜方輝石および単斜輝石〈あ

わせて雨輝石〉の量をみると、試料番号8(重鉱物の63.2%)および9(重鉱物の62.4%)付

近に出現のピークがある。おもに滋鉄鉱からなる不透明鉱物の割合は、下役に向かつて比較的

大きくなる特徴がある O

(1) 軽鉱物組成

軽鉱物組成ダイヤグラムを図れしその内訳を表 3に示す。試料番号8付近に、火山ガラス

の出現するピーク(軽鉱物の8.8%)が認められる。火山ガラスには、平板状で比較的分厚い

パルプ型や分厚く中間型ガラスが認められる。またこれらのガラスには、褐色を呈する有色ガ

ラスが多い。
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第 5章 自然科学的分析

点
帥
a

重 鉱 4初 キZ 万長

試 カ 本4 単 角
不R宝

吃すプ

鉱粒同定物j 
ぎヰ w、ノr 

方輝
斜石輝

石関 σコ
番 フ i鉱現 {出
主ラ ン 石

石 物
安全

l 56 8 日 30 I 148 250 

2 l 34 9 6 17 183 250 

3 33 7 16 1941 250 

4 36 B I 45 159 250 

5 2 80 26 2 44 9G! 250 

6 97 37 5 66 44 250 

7 2 83 16 7 52 90 250 

8 128 30 5 61 26 250 

9 142 14 5 69 20 250 

10 101 10 4 ヨ0 45 250 

11 4 14 80 120 250 

12 17 4 18 101 110 250 

13 32 

14 46 101 12 1031 791250 

5 

iU令官q 鉱 マ努 存立 員立

試 )¥ 中
軽七型科 フz }自

番 JL- Fニ~ニ1 
主ラ 型 山，): 

火ガ山火

ガ山
ガ
つ フ
ーマr 、 /マ、

19 sqL，今ιqι qζ，caJ、o
2 1 19 91 221 250 

3 1 17 41 228 250 

4 2 1 33 71 207i 250 

5 1 32 51 212 250 

6 42 10 198 250 

7 2 33 18 197 250 

8 7 12 3 47 43 138 250 

9 3 9 66 37 135 250 

10 2 l l 45 19 182 250 

11 1 つu勺'- 23 194 250 

12 4 43 35 167 250 

13 つ』 I 48 18 181 250 

14 2 1 54 16 176j 250 

(2) 毘折率

重鉱物結成や軽鉱物紐戒の検討から、試料番号Sあるいは号付近をテアラむ跨下層準と議定

した。そこでも S については宗~.方輝石と

った。として、

ラス、ま 合について

80)斜方輝r右の屈折率(りは、1.7u5-1. 711で品うる。また、火山ガラスの属折率(ロ)

は、 lA97-1.5u6(特に多い績は、1.499-1.5uのである。さらに試料番号2

〈りは、1.7u5-1. 711である。斜方輝石む癌折率から試料番号Sおよび告は毘ーテフラと

られ三百麗最上きß~こテフラの降下層準があると考えてよ l\o

(3) 百麗最上部のテフラの起擦について

横手盆地周辺に分布するテアラについての研究l立、これまで誌とんど行われていない。また、

された東北日本に分布する示擦テフラのカタログ et n 0中にもち

されたテフラの特畿をもっ示標テフうは今のところ見あたらなl'o とりあ

れたテフうの起源については、今後の野外調査に基づいた詳細な研究を待ちたい。

なお、周辺地域のテフラの研究成果を考慮すると、横手盆地地域では表4に示すような第4

期後期の示標テフラが発見される可能性があるO
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第6章まとめ

第 6章 まとめ

上猪岡遺跡は、損手盆地の中央東部にある中山丘陵の西側斜面端部に立地している O 調査の

結果、 85遺構を検出し、コンテナ100箱におよぶ遺物が出土した。これらの遺構@遺物には縄

文時代と平安時代のものがあるO 以下では本遺跡の各時代@時期の状況を概観し、まとめに代

えることにする。

遺構外出土石器のS112は、!日石器時代のナイフ型石器の可能性があるO また、 SK15覆土

中から出土した110は、細片であるが員殻腹縁文が施され縄文時代平期に、さらに本書で第 I

群とした土器群は、胎土中の繊維や原体の特徴から同前期前半に位置付けられる。横手市罵辺

の旧石器時代から縄文時代前期の主な遺跡がおよそ80m前後の台地上に立地するのに対し、標

高50m前後である本遺跡から出土したこの時代@時期の遺物は、少量で散発的であり、この時

代 e時期の主舞台が本遺跡よりも高位にあったことを裏付けている。

この地域において、標高50m前後の場所に人々の活動の痕跡が明瞭に蔑されるようになるの

は、縄文時代中期後半からで、本遺跡でも SK95が構築されている。

晩期前半になると数多くの土坑が作られている。土坑C類の内規模の大きいものはいわゆる

フラスコ状こと坑で、{事かな平場の周囲に多く検出された。それらの土坑の覆土中からは、一括

廃棄されたと考えら紅るややまとまった遺物が出土した。一括廃棄された遺物からは、当時の

土器組成の一端が窺えるo SK14では深鉢形土器 1..鉢形土器3、SK25では深鉢形土器3" 

鉢形土器2"蓋し SK37では深鉢形土器 1..鉢形土器 1..台付土器lなどである。またSK

09と弘、 SK15と25の簡には接合する遺物があり、それぞれの土器組成を補完するものと考え

られる。このほか土坑B類の内にはSK22のように、土坑内の土器の状況から土坑塞と考えら

れるものも存在する。またこt坑には遺物廃棄後に埋めもどしたと考えられものも認められ

なお該期の住居跡の有無については、議査区東倒が百日平されていて不明である。縄文時代晩期

後半および弥生時代には、晩期前半のものからやや位置をずらして住居跡および住居に伴った

と考えられる焼土遺構を検出しており、集器の営まれていたことが知られる。

本遺跡の南東に隣接して、奈良時代から平安時代までの須恵器焼成窯が多数検出された竹原

遺跡があるO 本調査でも 9世紀前半に位護付けられる窯跡 (SJ 40)をl基検出した。この窯

跡も大きく見れば竹原窯跡群を構成する一部と考えられる O また、平安時代の竪穴状遺構や焼

土を伴う土坑@上部に配石を伴う土坑は、出土した土締器から10世紀前半に位農付けられるも

ので、竹原窯跡内の同時期の遺構群との関連も考えられるところであるO
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1 遺跡周辺の地形 (南砂北)
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1 調査前 (南東砂北西)

2 調査後全景(西砂東)
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1 遺繕集中部分 (南砂北)

2 SI84 (南東惨北西)
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4

1 SK07土層断面 (北東砂南西)

2 SK09土層断面 (東砂西)

3 SK14 (東砂西)
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1 SK15検出状況(南西砂北東)

2 同遺物出土状況 (北砂南)

3 SK16土層断面(北砂南)
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1 SK25遺物出土状況 (南砂北)

2 SK26 (南東砂北西)

3 SK37 (北西砂南東)
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1 SK50調査状況(西惨東)

2 SK52 (北惨南)

3 SK52遺物出土状況 (北惨南)

句
E
A

P
D
 

図
版

7



図
版

8

SK02 (西砂東)

3 SK22・98(西砂東)

5 SK95 (西砂東)

7 SK01 (南東惨北西)

2 SK55 (西惨東)

4 SK22遺物出土状況 (西惨東)

6 SK32 (南西砂北東)

8 SK53・54(南砂北)
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1 8R03 (北西惨南東)

3 8D36検出状況(北西惨南東)
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1 SJ40調査状況 (北西惨南東)

2 SJ40 (南東惨北西)
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1 SKI31 (西砂東)

2 SKI58・59(西砂東)
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1 SK17検出状況(南西惨北東)

3 SK19・29・33検出状況(南東惨北西)

5 SK19・29・33(南砂北)

7 SN28 (南東砂北西)

2 SK17 (南砂北)

4 SK19土層断面 (北西砂南東)

6 SK20 (東砂西)

8 SQ30 (南惨北)
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1 SK27上部配石 (南東砂北西)

2 同遺物出土状況 (南砂北)

3 同下部土坑 (西砂東)
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1 8071 (南東砂北西)

2 8011 (南東砂北西)

3 8011土層断面 (北砂南)
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1 出土遺物(9)

2 出土遺物(10)
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1 出土遺物(17)

2 出土遺物(18)
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花粉顕微鏡写真(1)
la.bマツ贋複維管束亙属

2a.bスギ属
3a.bハンノキ属

4a.Bブナ属
5a.bコナラ亙属
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6a.bイネ科

7a.bミズアオイ属

8 アリノトウグサ属

9a.bヨモギ属
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試料番号8重鉱物
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詰料番号8軽鉱物

試料番号8軽鉱物

e 
Opx 斜方輝石

Opx 単斜輝石
Opq 不透明鉱物

Pm 軽石型火山ガラス

Md :中間型火山ガラス

Bw バブル型火山ガラス

試料番号8に含まれる火山ガラス
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あとがき

発掘調査から本報告書の刊行までに 2年と 6カ月の歳月が過ぎました。この問、発掘調査及

び整理作業に携わり、調査を支えて下さった方々の名簿を掲載し、心から感謝申し上げます。

石川孝造伊藤由次郎宇元耕二小野倉之助神谷昭一栗田良行佐藤周蔵佐藤長一

佐藤雄幸佐藤良治佐川和土鈴木喜代治鈴木春治高橋正司高橋仁助高橋樹

武内一郎千田孝雄松井和夫松井久漬松井正助松川長一小原信一高橋真側

阿部リヨ 小野寺とし子佐藤松代佐藤ヨシ鈴木玲子高橋愛子高橋久子高橋ユキ

高橋孝子谷口チヨ 土田信子芦田アイ子戸田貞子永瀬ミサ野本キヱ子
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山本小夜子高橋清子林イデ子松井のり子佐々木範子佐々木幸子佐藤栄子

高橋和子松井尚子伊藤富治郎小原fli平神谷勇蔵佐々木彦左エ門佐藤義浩

鈴木恭治鈴木清左エ門橋田一藤原順三藤屋久太郎松井純伊藤清子伊藤サチ
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伊藤昭彦伊藤美幸大西英子奥山文子加藤悦子佐々木美紀子島津竜子杉山恵美子

鈴木孝子鈴木智子高橋孝子高橋まき子竹村純子新田和子藤本弘子森川たま子


